
    
      
        
      
    

  
    　

    　

    　

    百合営業は本気です

    　

    月谷こっこ

    


    　

    　

    一話

    　

    ちゅっぱ……ちゅっ……ちゅっ……。

    テディベアにうさぎのぬいぐるみ。クッションにはレースとリボンのオプションが付いていて、部屋の壁紙、ベッド、タンス、テーブル……全ての家具がパステルカラーで統一されている。

    そんな乙女チックな部屋に似つかわしくない、粘った水音が響いている。

    私の唇の輪郭をたしかめるように、目の前の彼女が唇を吸ってくる。リップクリームを塗ってなくっても桜色に色付いた唇に、穏やかな垂れ目。前髪はきっちりと切り揃えられていて、私にキスをするたびに、絹糸のような黒髪が、彼女の羽織るカーディガンで揺れて擦れる音を立てる。

    私の亜麻色に染めたボブカットが、キスをするたびに肩に揺れる音を奏でている。キスをするたびに彼女の柔らかい……おちばさんの胸に私の胸が押し潰されてしまう。

    長いこと続いているキスで、脳が痺れ、くらくらと目眩がしてくる。ちゅぽん……と音を立てて、ようやくおちばさんの唇が、私から離れた。酸素が足りなくなってしまい、私は必死で口を動かして、息を吸い込んだ。

    そんな私を見て、おちばさんは穏やかに微笑んで、桜貝色に染まった爪で、私の唇を撫でた。ベタベタになってしまった唇を拭ってくれたのだ。

    「いろりさん、まだ慣れない？」

    そう気を遣ってくれるのに、私はキュンとなる。でもそれをおくびに出さず、ただ頷いた。

    「つ、次の再生記録、更新できたらいいですよね！」

    そう言ったら、おちばさんは少しだけ目尻を下げて、「そうね」と言った。

    私たちは、別に恋人同士でもなんでもない。私たちがこうして一緒にいるのは、いわば百合営業。うちの事務所の方針で、たまたまスカウトがかかったふたりが、こうしてひとつ屋根の下で一緒に過ごしているだけだ。

    どうしてこんなことになったのかというと、その話をするまでには、つい一週間ほどまで時間を遡らないといけない。

    　

    ＊＊＊

    　

    『きゃうんっ、ご主人様。これでよろしいですか？』

    部屋には簡易防音テントを張り、その中にマイクを持ってきて録音していく。アパートだったら、ご近所トラブルのために防音処置は必須なのだ。

    『はうぅ……失敗ですぅ……お仕置き、しますかぁ？』

    脚本の台詞を収録し終えると、それをひとつひとつ再生して、演技を調整していく。最終的にこれでクライアントも納得してくれるだろうというところまで完成度を高めてから、録音データをメールで送信した。

    すぐに相手から返事が来た。

    『秋場あきばいろり様

    今回はお忙しい中、素敵なボイスをありがとうございます！

    すぐに出演料を支払います。また次もよろしくお願いします！』

    発注元のゲームサークルさんのメールに、私は心底ほっとしながら、こちらもすぐに返事を送る。

    『ありがとうございます、またのご依頼いつでもお待ちしております。』

    納品完了のメールを送り、私は安堵の息を吐いてから、簡易防音テントから抜け出した。今期の同人ゲームの収録は、これで最後だ。

    私は今でこそ仕事内容の大半は、同人ゲームの録音だけれど、元々は中堅事務所に所属していた声優だった。

    だったって言うのは、あまりにも鳴かず飛ばずなために、事務所に愛想を尽かされクビになってしまったからだ。

    それでもなんとか声優一本で食べていきたい一心で、こうしてインターネットで販売しているアマチュアのゲームサークルに売り込みをかけて、要望のあるキャラの声を吹き込んで売っているという訳だ。今はこうして、安定して依頼してくれるサークルさんもいるからギリギリ生活できているという、ありがたい話なんだけれど。

    これでいいのかなあと、ついつい思ってしまうのだ。だってアニメやゲームの仕事が欲しくっても、事務所に所属していなかったら、オーディションを受けることだって困難だ。今の私の経歴は、同人サークルさんのものしか存在していない。

    手持ちの仕事は全部こなしてしまったし、また営業をかけないとなあ。そう思っていたところで、パソコンにメールが来ていることに気が付いた。

    「あれ、リテイクかな」

    ときどき、提出した声が気に入らないからって、撮り直しを要求されるけど。私の場合、常連さんが多いからクレームは滅多にないんだけどな。私は首を捻りながらメールを見たら。

    『秋場いろり様

    はじめまして、声優事務所の【ニュードリーム】と申します。

    いろり様のブログのサンプルボイスを聞き、メールを送りました。

    現在はどこにも所属してないとのことですが、もしよろしければうちに入所しませんか。

    一度折り入ってご相談したく存じます。』

    「え……ええ……？」

    私はそのメールを斜め読みしてから、思わず全部読み直す。

    怪しい。いくらなんでも怪し過ぎる。そりゃたしかに、営業用にブログは立ち上げているし、サンプルボイスは置いているけれど、いったいどこからこんな落ち目の声優を見つけてきたんだ。

    普段だったら胡散臭くって、メールを削除して、なかったことにしてしまうけれど。もしちゃんとしたところだったら申し訳ない。私はまずはニュードリームがどんな事務所なのか調べてみることにした。

    前の事務所に所属していたときには、聞いたこともない名前なんだもの。安請け合いして騙されたら嫌だし。

    そう思いながら、ブラウザを立ち上げて検索をかけてみた。そしたら、意外とすぐに見つかった。

    ちょうど私が最初の事務所をクビになった頃に立ち上がったところだから、そりゃ知らないはずだ。

    所属している声優の大半は女性で、現在第一線で活躍している人ばかりがいる。中には、同じ専門学校の同期や後輩の名前も見つかった。新しい事務所にしては、かなり手広く声優を集めているなと感心していたら。

    気になる記事が見つかった。

    声優好きが、所属事務所についてあれこれ論じているブログだ。

    『ニュードリームは声優に百合営業させて、それで知名度を上げてから売り込むんだって』

    ……ん、百合営業？　私は顔を引きつらせた。

    百合営業っていうと、女の子ふたりにスキンシップを過多にさせて、それで一定層を喜ばせて売り込むっていう奴だけれど。一部は女子校だとありがちな、仲のいい女の子同士のやり取りしかしていない。それを喜ぶ人たちがいるんだなくらいに思っていたけれど。

    それを推奨している事務所なのかあ……。

    色物だなあと思って、そっとメールを見なかった振りしようと思ってブラウザを消そうとしたけれど、続きの文が目に留まった。

    『やり口はかなり色物だけれど、あそこに移籍して跳ねた声優は結構いるから、次はどんな女の子が人気出るのか、観察してみるといいかもしれない。ただ、あそこはオーディションをしてないから、どうやってタレントを集めているのかは不明』

    そこまで読んで、私は「ふーむ」と腕を組んでしまった。

    念のため所属している声優のプロフィールと経歴を確認してみるけれど、かなりいい仕事を選んでいる人が多い。手篤く扱われている証拠だ。

    百合営業をしないといけないって噂が流れているのだけは気になるけれど、メジャーに戻れるとなったら、入所する価値はありそうだ。

    さんざん考えてから、私はメールを送ることにした。

    『ご連絡ありがとうございます。お話を伺いたいと思います。日時はお任せいたします。』

    　

    ＊＊＊

    　

    打ち合わせの日時に、私は目的のビルに来た。

    「ここかあ……」

    割と小綺麗なビルだ。受付にひと言言うと、すぐに応接室に通された。

    高そうなテーブルとソファーのあるそこには、既に先客がいた。

    私と年のそんなに変わらない人が、ピンとした姿勢で浅く座っている。髪も背筋も真っ直ぐで、思わず見とれてしまう。

    私の視線を受けて、彼女はこちらに顔を向けた。

    凛としたたたずまいの人だ。真っ直ぐな黒髪をシンプルなパレッタでまとめ、白いワンピースは体の曲線が出ているものの、いやらしさが微塵もない。唇はふっくらとした桜色に染まり、柔らかそうにラインを縁取っている。清楚って言葉は彼女のためにあるんじゃないかと、惚れ惚れとしてしまう。

    「あなたもスカウトされたんですか？」

    かけてくれた声は柔らかい。大きな声ではないにも関わらず、かなりはっきりと聞こえるから、相当滑舌がいいんだ。その声を聞いて私は一瞬「あれ？」と思いながらも、彼女の質問に答える。

    「はい、メールをいただいたんです。はじめまして、秋場いろりと申します」

    「こんにちは、私は暮里くれさとおちばと申します」

    そのおっとりとした声を聞きながら、昔の記憶を探ってみる。しかし断片を掴もうとすると、それはするりと掌から零れ落ち、また記憶の海に沈んでしまう。

    この声をどこかで聞いたことがあるんだ。アニメをたくさん見てきて、それこそ理想の演技や声質に向き合ってきたんだから、絶対にどこかで聞いたことがあるはずなのに、思い出せない。

    「あ、あのう……失礼ですが、どこかで既にデビューされたりしていませんか？」

    思い切って聞いてみると、彼女はきょとんとした顔をした。

    「私、デビューしたのは結構前ですから、秋場さんは知らないかと思いますよ？　それに第一線では活動していませんし」

    「そうですかあ……」

    絶対に聞いたことある声だと思ったんだけどなあ。まあ声優の仕事も本当に千差万別だ。アニメやゲームみたいなメジャーラインだけでなく、図書館や博物館の音声ガイドや、絵本の読み聞かせみたいなマイナーラインもあるし、私だってしばらくはアマチュアのゲームの収録で食べていたもんね。

    私が「失礼なこと聞いてすみません……」と謝っている中、応接室のドアが開いた。

    「やあやあ、もう仲良くなったかな？　はじめまして、私がニュードリームの社長です」

    スーツを着た男性が、女性秘書らしき人を伴って入ってきた。私たちは立ち上がって頭を下げる。

    社長は「まあまあ、座りなさい」と言いながら、秘書に指示を飛ばしていく。

    「私が君たちを呼んだのは、もちろん君たちをニュードリームに迎えたいからなのだけれど。さて、君たちはうちの事務所の噂は既に聞いたかな？」

    そう尋ねられて、私と暮里さんは顔を見合わせる。

    あれ……のことだよね、多分。私が口を開くより先に、暮里さんがしゃべった。

    「百合営業を行っているという噂が流れていますが……？」

    最近だったら、同じ作品に出演した女性声優同士をセットで売るために、声優グラビアでも結構ふたりで寄り添っている写真をよく使われている。ファンが勝手にそういうのを「百合営業」と称しているだけで、別に事務所の意向ではないのでは。そう思ったけれど。

    「ああ、よく知っているね！　うちはペアリングをして、同じアパートに住んでもらって切磋琢磨していく方針だから」

    「って、てっきりファン同士の冗談だと思ってたんですけど、本当だったんですか!?」

    思わず叫んでしまうと、社長はにこやかに「私は冗談は嫌いなんだけどねえ」と答えてきた。

    えっ、ペアリングをして、一緒に住んでもらって、百合営業って。隣見ると、暮里さんもまた、困ったように眉を寄せていた。

    「あの、ふたりで住んで切磋琢磨というのは？　一緒にレッスンをするということですか？　それともふたりで仲良くしているというイメージをつくればいいんですか？」

    「そ、そうです！　そのふたりで住むところまではともかく……」

    「はい、説明しますね」

    そう言って、秘書さんに貼り出させていたホワイトボードを見る。

    そこにはパステルカラーで統一された、乙女チックな一室の写真が拡大されて貼り出されていた。そしてその中に、ファンシーな部屋に似つかわしくない、黒くてごついマイクにカメラ、テーブルが並んでいるのが見える。どう見ても、動画サイト用の収録セットだ。

    そしてもう一枚。どこかのサイトのランキングが見える。

    「うちの事務所は声優と契約するとき、最初は仮契約を結んでいる。仮契約期間中は、うちの事務所が借りているアパートに住んでもらい、ある競技を行って一位になったペアと本契約し、うちで最大限にバックアップして声優業に励んでもらっているんだよ」

    「ある、競技とは……？」

    私の問いに、社長は指をパチンと鳴らすと、秘書さんは持ってきていたノートパソコンを立ち上げた。

    ニュードリームのサイトを開き、そしてその一番下の部分をクリックする。

    動画サイトに飛び、そこでファンシーな部屋から手を振っている女の子たちの映像が出てきた。

    「うちで仮契約した子たちはそれぞれペアとなり、動画サイトに投稿してもらう。それは生放送でもいいし、編集動画でもいい。この動画サイトで視聴者数ランキングが一位になったペアと本契約してもらっているんだよ」

    「動画サイト一位……ですか……」

    最近は声優が動画サイトに投稿しているのだって珍しくないけれど、事務所が専用チャンネルをつくって、そこで一位を獲得した声優と本契約っていうのは初めて聞いた。

    面白動画を撮ればいいのかなと思っていたけれど、秘書さんがその中のひとつを再生させたとき、その動画を見て息を呑んでしまった。

    可愛い制服風の服を着た女の子たちが、楽しげに戯れている。机の上に大量にマニキュアを並べて、互いの爪に塗ってあげるだけの動画で、そこまでだったら珍しくもなんともないけれど。

    互いに笑いながら手にキスをしたり、頬にキスをしたりしているのだ。

    動画サイトの閲覧数は動画の下で確認でき、登録者もかなり多いことが窺える。

    「すみません、確認です」

    暮里さんが軽く手を挙げると「はい、暮里さん」と社長が応じた。

    「この動画みたいに、百合ということで動画を撮らないといけないんでしょうか？　それとも、動画内容は問わず、たとえば互いの特技があったら、それの特技を撮ってもかまわないんでしょうか？」

    ナイス！　友達同士だったら、それっぽい動画を撮れるかもしれないけれど、初対面の女の子といきなり同居した上にいちゃいちゃしろと言われても困っちゃうもんね。その一方で、こんな可愛い子と仲良くできるのは悪くはないかなとも思った。

    しかし社長はばっさりと言う。

    「もちろん、数字が取れるんだったらそれ以外の動画を撮ってもかまわないけれど、それはあまりお勧めしないかな。今まで百合営業を断って他の動画を撮った子たちの中で、ランキングが一位になったペアはひと組もないからねえ」

    「そ、そんなあ……」

    「別に強制する気はないんだよ。誰だって向き不向きはあるから。でもこれだけは覚えていて欲しい。うちがオーディションではなく、スカウトで声優を所属させているのは、その手の才能があるからだよ。君たちの声質、経歴は調査した上で、声をかけているからね」

    そんなこと言われても。

    初対面の社長さんに「君は百合の才能がある」と言われてしまっても、褒められているのか、けなされているのかがわからない。

    「今は一旦保留ということで、考えさせてもらってもよろしいでしょうか？」

    私の言葉に、社長はにこやかに頷いた。

    「もちろん、いくらでも待つよ。暮里さんはどうするんだい？」

    話を向けられた暮里さんは、困った顔のまま答える。

    「私も一旦持ち帰って考えます」

    「了解した、それでは三日後までに返事をくれると嬉しい」

    社長さんにそう言われ、私と暮里さんは事務所を後にした。私は途方に暮れた顔をする。

    「社長さんはああ言ってたけれど。私、今まで百合営業どころか、そもそも百合キャラに声を当てたことすらなくって。自分にそっち系の才能があると言われても困るというか……」

    新進気鋭の事務所に所属できるチャンスだとは言われても、そりゃ躊躇だってする。

    だって本契約する条件が、百合動画で一位って言われても……。社長さんは他のジャンルでもかまわないとは言っているけど、百合動画を撮らせたいみたいな雰囲気を感じた。それのせいで、言っていたことを全部鵜呑みにはできないでいる。

    私がもがもがとしていたけれど、隣の暮里さんは冷静だった。

    「私は、チャンスだと思いましたよ。天から降りてきた蜘蛛の糸みたいだって」

    「……暮里さん、社長さんの言っていたこと、本気で取っているんですか？」

    どう考えても、こんなの社長さんの趣味じゃない。そう言って欲しかったのに、当てが外れた。暮里さんは真剣な横顔をしてみせてくる。

    「私、しばらくの間、休業状態だったんですよ。だから、よく私のブログを探し出してきたなというのと、よく私の特性を理解しているなというので、ちょっと感動しちゃったんです」

    「だ、騙されてませんか!?　だって、その……百合営業ですよ？」

    そんなものでチャンスを勝ち取れって言ってくる人を、信じていいのかわからない。なによりも、私と暮里さんをセットで売り出そうというのが、本気でよくわかっていない。

    そんな中でも、暮里さんは冷静に言った。

    「私ひとりだったら、もしかすると駄目かもしれないけれど。でも、もしも秋場さんがいいっていうなら、受けてみようと思うんです」

    「わ、私に責任を委ねるんですかあ……」

    「だって、ペアリングだって言っていたから」

    そう言ってペロッと舌を見せてきた。あーあーあーあー……この人、自分が可愛いことを理解してやるから卑怯だ。これじゃ私が踏ん切り付かない悪者に思えてしまう。

    「ちょっと待って……一日いただけますか？」

    結局私は、その場で結論を出すことができず、一旦家に持ち帰って考えることにした。暮里さんと連絡先を交換して、アパートに帰る。

    私は黙ってパソコンを立ち上げると、ニュードリームの動画サイトを見ていた。

    最近売り出した可愛い子たちが、人気歌手の真似して歌っていたり、互いにくっついていたりと、それぞれの方法で動画の閲覧数を上げようとしていた。

    『今日は私たちの休日を見てもらおうと思いまーす！』

    明らかにブレのある動画は、おそらくはハンドカメラで撮影したものだろう。ふたりの休日というお題目で、次々と動画をアップしていた。

    仲良くふたりでペディキュアを塗り合いっこしたり、休みの日だからと互いの前髪を切り合ったり。その息がかかるほどの距離感、自然と互いの腰に手をやる仕草、見つめ合ったときに笑い合う空気感。はっきり言って本物じゃないかと思うほどに、息ぴったりの動画だった。

    まるでカップルの一日を本当に覗き込んだような気恥ずかしさで、私は思わずサイトを消してしまい、替わりに別の動画を見はじめた。

    それは最近見なくなってしまった高校生声優の、デビュー曲のＰＶだった。

    ひと昔前の、バレリーナのチュチュみたいなアイドルコスチュームでツインテールを揺らしながら歌う彼女は、十年経った今でも圧巻の歌唱力だ。

    桜小路さくらこうじみもり。

    私と同年代なはずだけれど、私の高校時代にその圧倒的な演技力と歌唱力で一斉を風靡した、伝説的な声優だ。あの頃見ていたアニメやゲームの主人公の声は、専ら彼女だったはずで、私の同年代声優は皆、彼女に憧れて声優を目指したはずだ。

    私もあんな風になりたい。そう思っていたのに、本当になんの前触れもなくいなくなってしまった。当時はまだ今ほどＳＮＳは活発じゃなかったし、動画サイトで自己主張することもなかったから、いきさつはなにもわからない。

    事故に遭ったとか？　事務所のトラブルとか？　プライベートでなにかあったんじゃ？

    憶測ばかりが並んでいるけれど、どれもこれも決め手に欠けて、気付けば誰も彼女の名前を挙げることはなくなってしまった。それでも、本当にときどき再放送アニメで彼女の声を聞くことはあるし、こうして今でも誰かがＰＶを動画サイトに残してくれているから、完全に彼女がいた形跡が消えた訳じゃない。

    人生に悩んだとき、どうしても彼女の動画を見てしまう。

    百合営業。はっきり言って未知の領域で、さっきみたいなことが本当にできるんだろうか。でも、ここでもし、一位を獲得できれば、本契約が結べるし、事務所のバックアップを受けていろんなオーディションにチャレンジすることができる。

    ……最近、どうも脇道に逸れ過ぎていた声優活動を、本筋に引き戻すことだってできるはずなんだ。

    百合営業の羞恥と、声優活動。

    グラグラと天秤が左右に揺れている中、動画内の桜小路みもりと目が合った。軽くウィンクしている。歌がうまくて演技力も抜群だ、大御所と共演してもひけをとらない実力。きっと彼女は見えないところで、本当に努力して、ボイストレーニングに励んでいたんだろう。

    そういえば。暮里さんも、よく通る声をしていた。私は彼女の声を思い返しながら、桜小路みもりの歌を聞く。……もし、このまま大人の女性になったら暮里さんみたいな声になっているはずだよね。

    ……私もメジャーになりたい。とにかく売れなきゃダメなんだ。どんな手段を使っても売れてやろう。

    スマホに手をかけようとして、少しだけ止まる。まるで暮里さんが桜小路みもりの声に似ているからって、ひと目惚れならぬひと聞き惚れしたみたいで、その気持ちで向き合うのはすごく失礼だ。

    でも。今私とペアリングされているのは暮里さんで。その暮里さんは桜小路みもりと声が似ている。

    「ああー、もう！」

    さんざんスマホを掴んだまま悩んだ結果、意を決して連絡した。

    しばらくの発信音で、もしかしてスマホで連絡してはいけないタイプだったのかと緊張していたら、ようやく繋がった。

    「もしもし」

    その声に、さっきまで聞いていた桜小路みもりの歌が頭をよぎり、思わず首を振る。彼女は桜小路みもりではない。暮里おちばさんだ。

    「ごめんなさい、暮里さん。今大丈夫ですか？」

    「あら、秋場さん。どうかしましたか？」

    「家に帰ってから悩んだんですけど……一緒に、仮契約しませんか？　その、私ほんっとうに百合営業がわかんなくって……自信も無いんですけど……暮里さんさえよければ、その……私でよければ……」

    我ながら、本当に言い訳がましい。今を逃したら次いつ事務所との契約の話が来るかどうかがわからない。わかっているけれど腹をくくりきれてないのは、やっぱり百合営業に対して自信がないからだ。

    しばらく向こうから沈黙が続いている……あまりにも言い訳がましくって呆れられた？　それとも私の意気地なさを笑われた？　沈黙の長さに耐えきれず、私はなにを言うか考え込んでいた。

    「気持ち、すっごくわかります。困りますよね。チャンスだってわかっていても、やったこともない分野に飛び込まないといけないって」

    暮里さんにそうまとめられて、私は自分の中の不安がくっきりと具現化されたような気分になった。そうだよ、私。本当に全然百合に触れたことないのに、それをやれって言われて困っているのは。全然知らない分野だからだもの。

    暮里さんは優しい声で続ける。

    「でも未開拓のジャンルがあるって、逆に考えるとチャンスなんですよね。まだまだ私たちに成長の余地があるみたいで」

    「暮里さんも、不安だったんですか？」

    最初に事務所の提案に乗り気だったのは、おちばさんのほうだと思っていたのに。私の問いに、おちばさんはクスリと笑いながら答えてくれる。

    「そりゃ当たり前ですよ。私たちって、初対面じゃないですか。互いに不安になっていたら余計にネガティブになるでしょう？　でも、もし秋場さんが受けてくれるんでしたら、私も腹くくって精一杯秋場さんをフォローしようと思います」

    ひと言ひと言の暮里さんの優しさに、何故かくらくらとする。

    彼女からしてみれば普通のことを言っただけかもしれないけれど、声優業界に飛び込んで、味噌っかす扱いされたことは多かれども、優しくされたことはそこまで多くない。

    ……この人とだったら、初めてだけれどできるかもしれない。

    「……暮里さん。私。調子いいみたいですけど、やってみたいです。その……百合営業」

    一瞬だけ、沈黙が降りた。私、また変な地雷でも踏んじゃった!?　あわあわとしていたら、やがて受話器の向こうから「くく……」と笑い声が漏れてきた。って、ええ……。

    「暮里さん……？」

    「ふふっ、ごめんなさい……ただ、本当に秋場さんが一生懸命で、可愛いなと思ったんです」

    可愛いを、そこまで大安売りしてないんだけどな。そもそも、一生懸命なのが可愛いって言われても、こっちだって必死だったから訳がわからないというか。

    やがて、暮里さんは「そうですね」と落ち着いた声で返事をしてくれた。

    「それじゃあ、一緒に頑張りましょうね」

    その声に、私はキュンと胸が疼くのを感じた。

    実際に会ってしゃべったときも「あれ？」と思っていたけれど、声だけ聞くと本当に似ている。まるで桜小路みもりに応援されたような気がして、胸が温かくなる。

    「あ、あのう、暮里さん。桜小路みもりってご存じですか？　十年くらい前にすごく人気があって、突然いなくなってしまった声優ですけど」

    暮里さんは一瞬だけ黙ったあと、やんわりと言う。

    「知ってますよ。でも、最近見かけなくなりましたね」

    そう言われてしまい、少しだけしゅんとする。もし、暮里さんが桜小路みもりだったら素敵だと思ったけれど、そんな訳はないか。

    もし、桜小路みもりと同棲することになんてなったら、私の心臓がいくつあっても足りないから、それでいいのかもね。

    　

    こうして、私たちは次の日、社長さんに仮契約の旨を伝え、事務所の用意してくれたアパートに引っ越すことになったのである。

    


    　

    　


    
        二話

        　

        家具や備品は全部事務所が負担してくれるということで、本当に着の身着のままで引っ越してしまったんだけれど。

        そのアパートの内装を見て、私は「うわあ……」と呟いてしまった。

        壁紙はパステルピンクだし、ベッドもカーテンもレーシーで、あちこちにぬいぐるみが並べてある。少女漫画に出てくる主人公の部屋みたいだ。家具のひとつひとつだってパステルカラーだし、こんなの売っているのを見たことないから、あの社長が特注でつくらせたんだろうかと勘ぐってしまう。

        「すごいですね。少女漫画の中に入ったみたいで」

        暮里さんも落ち着いているけれど、少しだけ目を丸くして、部屋の中をあれこれ眺めている。私も「ですよねえ……」と頷く。

        この全体的に乙女チックな部屋の中でも、暮里さんはちっとも浮いていない。アジアン系の模様の入ったワンピースに、白い日除けカーディガンを羽織っている暮里さんは、少女漫画の主人公のようで、不思議そうな顔で部屋を物色している姿はさながら物語のワンシーンみたいで可愛らしい。

        ……そこまで思って、我に返って首を振って払拭する。さすがに同居人にそんな目で見られたら暮里さんだって嫌だろう。誤魔化すように、私は口を開いた。

        「この部屋じゃ、ちょっと落ち着きませんよねえ。ごちゃごちゃしているというか」

        「そうですね。でもお風呂は大きめで素敵です」

        「えっ、どんなんですか!?」

        私も浴室まで見に行くと、その大きさにびっくりする。いつも膝を折ってなんとか入れるサイズしか使ったことがなかったのに、ここのバスタブと来たら、かなり大きいのだ。浴槽の中で充分足を伸ばせる。

        シャワーヘッドは最新式の肌に優しいものだし、備え付けのシャンプーもリンスも高級品で、ただ置いてあるだけでバラの甘い匂いが漂ってくる。

        「すごい……」

        「あと、自前のマイクを持ってきたのですが、必要ないみたいですね。動画配信のセットまで、本格的な機材が揃ってます」

        「えっ、どれどれ……」

        普段は本棚に片付けられるけれど、引っ張り出せばたちまち放送ブースになるようセッティングしてあった。

        高性能マイクに、ライトがなくってもばっちり撮影できるカメラ。あとネット配信用の録画機器。もっとこちらでセットしないと駄目かなと気を揉んでいたけれど、既にセッティングは終わっているから、本当にここで録画して配信という形でいいみたい。

        「社長からも、初日の挨拶用に既にチャンネルはもらっているから、ここで録画してすぐに配信できますね。あ、そうだ、いろりちゃん」

        「はい？」

        いきなり名前で呼ばれて、私は目を剥くけれど、暮里さんは相変わらず冷静だ。

        「とりあえず百合営業だから。ルームシェアはじめましたって感じで一旦脚本に起こしてみようと思うんだけど、一緒にネタを出し合いましょう。あと、せめて配信中は名前で呼び合いましょう？　そのほうが、仲良しっぽいでしょ？」

        「あ……そ、そうですねえ、おちばさん！」

        ひとまずテーブルに腰掛けて、簡単な脚本を書きはじめた。

        ルーズリーフに視線を落としているおちばさんの横顔も綺麗だ。真剣な顔でペンを走らせている彼女に合わせて、私も思いつく限りのネタを出してみた。

        動画配信なんてしたことがないし、前の事務所にいたときも味噌っかすが過ぎてラジオのゲストにも呼ばれたこともないから、トークだけで間を持たせる技術が私にはない。

        でもネタを考えて、それでどんどん脚本に起こしていくおちばさんは、まともな声優経験がない私から見ても頼もしく思える。……本当に声優としてのキャリアは、私より上なんだなあと、ほんのちょっとの嫉妬と、羨望が芽生えてくる。

        やがて、脚本は出来上がった。

        「目を通してね。あと、ラジオだったら読みながらできるけれど、放送だったらカメラに視線が合わないから駄目。なるべく覚えてね」

        「ま、任せてください……ひえ、大変だあ……」

        そりゃ声優だって、元々は俳優だし、脚本を全部丸暗記してしまう大御所だっているけれど。ラジオの脚本を全部覚えてしゃべっても、演技っぽくならないのかな。私は脚本をむにゃむにゃ読みながら、どうにか覚えようとする。

        おちばさんは冷静に言う。

        「だって、カメラの向こうの人とおしゃべりしたいじゃない。もちろん、私と自然におしゃべりできるっていうんだったら、脚本は必要ないんだけど、まだ慣れてないでしょう？」

        「うう、すみません。まずは自然にしゃべれるようにしますので」

        ふたりで出し合ったネタは、初回だからと本当にただの自己紹介だ。百合っぽく互いを好き好き言うような台詞もないし、互いを褒めるようなネタもない。本当にこれでいいのかなあ……。

        でもあくまでおちばさんは冷静だ。

        「あら、ニュードリームが百合営業してること、ここのサイトの視聴者さんたちは既に知っているじゃない。最初から全力で百合をアピールしたら、かえって興醒めじゃない？　ほら、アニメファンって変化を楽しむのは好きだけれど、露骨なアピールはむしろ嫌いでしょう？　最初は自然にして、少しずつ百合を演出していけばいいと思うんです」

        「あー……それはちょっとわかります」

        フェチズムはわざとらしさ感があるようなネタよりも、自然なものを好む。「こんなんが好きなんでしょ？」と、百合のなんたるかをわかってない人間が演出したとしても、私たちより詳しい人だったらその匂いを嗅ぎ取って嫌悪してしまう。それじゃあ意味がない。

        どうにか脚本を読み込んで覚えると、おちばさんがマイクとカメラセットした。

        私はおちばさんと一緒に仕事ができることに心が浮き立っていた。かわいいおちばさんとこんな傍にいられる。しかし仕事中はその心を押し隠して真面目にしなければ。

        「それじゃ、そろそろ撮影をはじめますね。編集はあとでやるから、最初はそのまま流しましょう」

        「は、はい」

        そう言ってカメラの前に座る私の隣に、おちばさんは座ると、いきなり私の手を恋人繋ぎしてきた。「ひゃっ」と声を上げると、にっこりと微笑まれた。

        「あんまり初心が過ぎる反応をしないでくださいね。それも可愛いとは思うけど、それだけだったら放送できないから」

        「は、はい……」

        注意する声は優しいものの、有無を言わせない。

        この人……と私は思う。もしかしなくっても、この人カメラ慣れしている。たしかに声優でもグラビアにばんばん出ている人はいるけれど、私はそういう仕事をしたことがないから、カメラが回ると緊張してしまう。

        どうにか笑顔をつくって、撮影ははじまった。

        「秋葉いろりです」

        「暮里おちばです」

        「今回からニュードリームでお世話になることになりましたー」

        そうセリフを言った途端に、おちばさんがぎゅっと私の腕を組んできた。

        思わず「うひゃっ」と間抜けな声を出しそうになるのを、必死で笑顔で堪える。

        「まだ事務所に所属したばかりで、右も左もわかっていませんが、温かく見守ってくださればと思います」

        「私たちの秘密もこーっそり教えますからね」

        腕を絡ませながら、にこにこしながらおちばさんは私の肩に顎を載せてくる。しかもこれはさっきの脚本にも書いてなかったアドリブで、私は頭が真っ白になって言葉が出なくなる。

        いくら編集できるとは言っても、下手につぎはぎだらけな映像なんて、タダでもなかなか見られたもんじゃない。私もアドリブでおちばさんに頬擦りした。

        甘い香りがする。さっきのバラのシャンプーやリンスもいい匂いがしたけれど、彼女からするのはそれの匂いじゃない。彼女自身の柔らかい体臭だ。

        それにドギマギしながら、私はカメラに笑顔を向ける。

        「いっぱいいっぱい覗いてみてくださいね！」

        そこから、アドリブでぺたぺたと互いに手を繋いだり頬擦りした映像を撮り、なにをしゃべっているのかわからないまま、撮影は終了した。

        たった五分ほどの動画のはずなのに、ここまでメンタルが削られるものとは思ってもいなかった。まあこれくらいだったら女子校の友達同士の戯れに過ぎないんだけれど。

        「……疲れた」

        私はぐったりとベッドに倒れこんだ。

        おちばさんはくすくすと笑いながら、私を見下ろす。

        「ふふ、お疲れ様。百合営業ってなかなか難しいですよね？」

        「そ、そうなんですけど……おちばさん本当に初めてですか？　私、途中のアドリブからはもういっぱいいっぱいで、全然なにしゃべったのか覚えていないんですけど……」

        「あら、なら編集作業のときに見返しますか？」

        ひょいとカメラに指を差されて、どっと顔を火照らせる。もしこれがアフレコだったら聞き返して、次の演技について考えるんだけれど、動画の場合はどうするんだろう。私はベッドから起き上がって「結構です……」と力なく訴えた。

        先程撮影した動画を、編集ソフトで加工しながらおちばさんは屈託なく言う。

        「でも本当にいろりちゃん、可愛く見せるのが上手いですよねえ。前の事務所では、カメラ撮影とかしてなかったんでしょう？」

        そのひと言にキュンとする。おちばさんに可愛いと言われたからだ。単なるお世辞だと思うけど私は単純だから気分はいい。

        「はい……恥ずかしながら、グラビア撮影するほど売れっ子の声優ではなかったんで、本当に声の仕事しかしてません」

        「だとしたら、本当にすごい才能だと思うけど。ほら」

        そう言って、先程の動画を再生してくれた。編集で余計な部分を切っているから、ぐだぐだにならずに小気味よく話は進行している。

        その中で、ふたりでスキンシップを取っているけれど、大袈裟にならずに、女子校でありがちな雰囲気に納まっているから、かなりくっついたり手を繋いだりしていても、そこまで不自然には見えない。

        よかったぁ……と胸を撫で下ろしていたけれど、少しだけ気になることがあった。

        私は余裕が無くなって、途中から目線がどこを見ているのかわからなかったというのに、おちばさんは一度もカメラから視線を外していないのだ。

        本人は初めてだって言っていたけれど、圧倒的に慣れている。でも。

        カメラ撮影に慣れるほど撮られる声優なんて、業界でも本当に売れっ子しかいないのに。それともおちばさん、知らないうちに動画サイトで有名人だったりした？

        疑問が次々と沸き上がっていくけれど、おちばさんの「どうだった？」という問いかけで霧散してしまう。

        「お、思っているよりなんとかなってましたよね！　これだったら、一位も夢じゃないかなあと……」

        「そーう？」

        私の能天気な回答に、おちばさんはほんの少しだけ顔を曇らせる。

        「最初は多分、このサイトの常連さんたちも新人声優ということで迎えてくれると思います。でもそんなの最初だけですよ。初々しいだけだったら、すぐに飽きられちゃう」

        その指摘にぐうの音も出ない。

        おちばさんに小首を傾げられる。

        「最初はこれでいいと思うからアップするけれど、どうしたら一位になれるか、じっくり考えましょうか」

        「……はい」

        この間見たニュードリームの動画のあれこれを思い返した。

        あれをできるかというと、自信がない。視聴者の人たちを喜ばせることはもちろんのこと、私とおちばさんでそんなことができるのだろうか。

        　

        ＊＊＊

        　

        私たちの初動画は、最初こそ視聴者数を増やしていったけれど、ある一定のところでピタリと止まってしまい、それ以上伸びなくなってしまった。

        やっぱり初々しいだけじゃ、限界があるんだ。

        おちばさんの指摘通りの展開だから、あんまりがっかりはしてないけれど、サイト内一位への道は思っている以上に厳しい。

        料理当番はふたりで順番を決めて、今回はおちばさんがつくってくれたけれど。出されたご飯を見て、ちょっと驚いてしまった。

        鳥のささ身ときゅうりのサラダに、カジキマグロのソテー、豆腐とねぎの味噌汁……。徹底的にたんぱく質を意識したメニューだった。

        「ご飯は炊いたけれど、いろりちゃんは食べる？　私はこの間食べ過ぎちゃったから、今は炭水化物抑えておこうと思うんだけど」

        「ええっと……ご飯、いただきますね」

        食べたけれど、味付けが塩コショウだけのしかも薄味で、はっきり言ってあんまりおいしくない……おまけに味噌汁を飲んだ瞬間、私はびっくりしておちばさんを見てしまった。

        「あ、あのう……味噌汁、もしかして出汁を取ってませんか……？　味噌の味しかしないんですけど……」

        「ええ？　味噌汁って、味噌をお湯で溶いたものでしょう？　お店の味ではないかもしれないけど」

        思わず頭を抱えてしまった。家庭科で習うはずなんだけどな、味噌汁のつくり方くらいは。

        ご飯だけは、炊飯器に書いてある通りに炊いたせいか、上手く炊けていた。

        私は「ええっと……」と言う。

        「ご飯、一緒につくりましょうよ。多分これじゃ味は薄過ぎますから」

        「あら、でも一日の必要塩分量の三分の一の量しか塩は使ってないけど、これで足りているはずなんだけれど」

        たしかに教科書にもそう書いてあるけれど、鵜呑みにするのも駄目なんだってば。なによりも、病院食並みに味が薄かったら、食事が楽しくなくなる。

        「ええっと……忙しかったり汗をかいたりしたら、塩分も多めに摂らなかったら体に悪いです」

        「そういうものなの？」

        「……はい」

        おちばさんがキョトンとして尋ねるので、力いっぱい頷いた。

        でも少しだけよかったと、ほっとしている自分がいる。おちばさんは私よりもよっぽど声優としての経験が豊富な人だ。隙がない人かと思っていたら、まさか料理が全然駄目な人とは思っていなかった。

        ふたりで料理をつくる動画を撮るのも、ありかもしれないな。

        食事を終え、片付けてから。ふたりでランキング一位のペアの動画を研究することにした。

        最新の動画を再生はじめると、真っ先に映ったのは、足のアップだった。手入れされた綺麗な足の爪一本一本に、ペディキュアの刷毛が動いている。

        カメラは足の指から下半身、そして上半身へと舐めるように移動し、顔のアップになる。真っ白なノースリーブのワンピースを着た黒いサイドツインテールの、眠たげな顔の女の子だった。黒目がちの大きな瞳が、ペディキュアの刷毛を動かしている手をじっと見下ろしている。やがてペディキュアの刷毛を動かしている手の女の子もアップになった。

        ポニーテールにしていることで顔の輪郭やうなじが露わになっている。それは女から見てもとても繊細で美しかった。こちらはタンクトップにショートパンツと、肌の露出が多くって一見いやらしくなりそうなものだが、健康的な表情のおかげで、返ってチャームポイントに思えてくる。

        『はーい、終わり。可愛くなったー』

        『うん、可愛い。このはありがとう』

        『よかったあ、みのりが気に入ってくれて！』

        ふたりは互いににこにこしながら微笑み合っている。その動作は本当に自然だ。

        私が動画を見入っている中、おちばさんはスマホで検索していた。

        「ああ、播磨はりまこのはさんと、明石あかしみのりさんね。最近アニメやゲームの主演が多い」

        おちばさんが見ていたのは、ふたりのファンがそれぞれ立ち上げたサイトで、ふたりの仕事の全記録が載っているページだった。

        ふたりとも、元々違う専門学校に所属していたところで、ニュードリームにスカウトされ、百合営業をはじめたと。動画サイトで一位になって以降はオーディションでの合格率が上がり、アニメやゲームで彼女たちの存在を知った人たちがサイトを見に来るという現象まで起こっているという。

        それ、事務所が狙っていることをそのまま実現させているんじゃない、私たちより若いのにすごいよ、本当に。

        でも。ふたりの動画は一見すると女の子同士のいちゃいちゃしている内容なのに、よく考え抜かれている。ふたりが同棲しているワンシーンを映し、百合とも友情とも取れるギリギリのラインで撮っているから、視聴者は見終わった後も飽きが来なくて何度でも訪問しまうのだ。

        もしただベタベタイチャイチャしているだけの内容だったら、ここまで試聴数は稼げないし、見るときのカロリーが高くって一度見たらもう満足してしまって二度と見たいとは思えなくなってしまう。

        「すごいね……ふたりとも本当に自然な百合を演じてる。むしろ本当に百合なのかと思ってしまうから」

        そうおちばさんがぽつんと言う。それには私も同意する。

        本物には、ただのお芝居では勝てない。そう怯んでいる中、おちばさんが「ねえ」と言ってきた。

        「はい？」

        「……ここで一位にならなかったら本契約できないじゃない、私たち」

        「そりゃそういう契約ですからね」

        「試してみない？　百合を」

        「はいぃ!?」

        私は目を剥く。いやいやいや、たしかに一位にならないといけないけれど、そんな付け焼き刃の百合で、どうにかなるもんでもないでしょ。

        私はおちばさんのことが好きだけど、おちばさんがわたしのことどう思っているかわからない。まさか私ほど好きではないだろうし、嫌われても嫌だ。私から告白して嫌われてはこの先やっていけない。

        そう怯んで、必死に首を振った。

        「いやいやいや！　本物の百合を試すってなんですか!?　私たちのはあくまで営業用なんですよ!?　本末転倒は止めましょうよ！」

        「いや、本当に試してみたいってだけで、なにも本物の百合になろうってことではないんだけれど」

        おちばさんの提案が飲み込めず、私は首を捻った。

        「ええっと、どういうことでしょうか？　百合を試すっていうのは？」

        「うん。私たちって、百合に対して全然無知だから、どういうものが喜ばれるか。どういうことをしたら嬉しいかっていうのが、まずわからないじゃない。ほら、さっきも言ったでしょう？　天然と養殖だったら、やっぱり天然のほうがいいって」

        「そりゃまあ……言いましたね」

        「でも本物を見に行くのも難しいから、どういうものが喜ばれるのか、逆に嫌われるのかの線引きがわからないから、いろいろ見て回りましょうよ」

        そう言って彼女は、通販サイトを取り出した。

        世の中、百合で検索したら、結構な量のマンガや小説が出てきて、世の中にはこんなにたくさんの需要があったんだと感心していたら、おちばさんはなんの躊躇いもなく、それらをカートにまとめて入れはじめた。

        「って、おちばさんこんなに買うつもりですか!?」

        「まずはどういうキャラが好まれるのかを研究して、そこからいろんなシチュエーションを試してみましょう？」

        「だから、試すって……！」

        「だから、実践。研究したあとは、実践してみないとわからないでしょう？」

        こ、この人は。私はぷるぷると震えた。この人、言っていることはもっともだけれど、やっていることはかなり変な人だ。

        かくして、私たちは通販サイトでまとめ買いした大量の百合マンガと百合小説を元に、いろいろ実践することとなったのだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        百合マンガや百合小説を読んでいてわかったのは、意外と男女の関係と変わらないということ。体で繋がっても心が通じ合わず、そこで何度も苦しむことになるというのは、恋愛での共通の悩みのようだ。

        残念ながら、学生時代から今まで、一度たりとも恋人ができたことも恋愛に苦しんだこともない私には、未知の世界が広がっていた。

        おちばさんは百合マンガを読みながら、ノートに思ったことをどんどんと書き連ねていた。本当にこの人すごく真面目な人だ。私が感心しながらノートを覗き込もうとしたら、途端におちばさんはばっと手で隠した。

        「み、見ないで！　恥ずかしいことしか書いてないから……！」

        「いや、これ演技や動画のことですよね。そこまで恥ずかしがらなくっても……」

        私は手の隙間から覗こうとしたものの、おちばさんは顔を真っ赤にして首を振るものだから、妥協するしかなかった。

        この人、大人びていると思ったら、変なところで世間知らずだったり子供っぽかったり。本当にいろんな面を見せるな。でも、さすがにこれ以上はただの意地悪だ。

        でも。おちばさんは私をちろりと見た。

        おちばさんはぷるぷると震えて怒ったあとに、ふいに私の手を掴んできたのだ。

        「……悪い子ね」

        「えっ」

        いきなり腰に来るような低い色香漂う声で囁かれ、私は素のひっくり返った声を上げる。おちばさんは妖艶に笑った。

        「お仕置きよ」

        そう囁いたかと思ったら、いきなり耳朶を噛んできたのだ。カプカプと甘噛みされたかと思ったら、舌を耳の穴にねじ込まれる。そして私の口の中に指を突っ込んできて、何度も何度もかき回した。

        さっきまで読んでいた百合小説やマンガが頭を掠めた。そりゃ一瞬でもこうなったら嬉しいと考えたことは認める。でも、自分の身に現実になるのは頭が追い付かない。私はパニックに陥っていた。

        「ちょ……ま、待って……おちば、しゃっ……んっ……」

        ザラザラとした舌の感触に、耳の穴をダイレクトに犯される水音が響き、ときおり耳に吹き込まれる吐息で、脳髄が甘く痺れる。なによりもおちばさん自身の甘くていい匂いが、鼻孔から脳へ直撃し、うっとりして気が遠くなりそうだった……。

        くるくると口の中も余すことなく蹂躙される。どうにか指を追い出そうと舌で押し返そうとしても、舌の付け根をくすぐられ、嬲られ、そんな力も抜けてしまう。

        気付いたら、喉から嬌声とも言うべき喘ぎ声しか出なくなっていた。

        「はっ……あぁあ……待ってってばぁ……っ！」

        「……いろりちゃん、エッチね。びっくりしちゃった」

        「えっ」

        いきなり素のおちばさんの声が響いたと思ったら、突っ込まれた指を口から引き抜かれ、私がだらだら流した唾液は彼女の指で拭われた。そして濡れた耳朶も清められ、私の真横でおちばさんはいつもの調子でにっこりと笑う。

        「抜き打ち百合でそんなに感じられたら、私も困るなあ」

        「ぬ、抜き打ちぃ……？」

        「だって、事前に百合をしましょうって言うと、身構えちゃうでしょう？　抜き打ちだったら、素でできるかなと思って。これから、ときどき抜き打ちチェックをするから、上手い具合に受けてね」

        なにを言っているんだ、この人は。私は顔を真っ赤にして、さんざん攻め立てられた耳を押さえた。

        しかし、一番戸惑ったのは、実はちっとも嫌ではなかったことだ。桜小路みもりと似た声質のせいなのか、おちばさんの有無を言わさぬ言葉で攻め立てられたら、腰が砕けて体が言うことを利かなくなる。

        こんなことを突然やられたら、いったいどうなってしまうのか、自分でもわからない。

        　

        ＊＊＊

        　

        それからしばらくの間は、動画撮影は一旦置いておいて、百合に慣れるためのスキンシップの勉強をすることとなったけれど。

        おちばさんの抜き打ちチェックは本当に唐突だから、予測ができなかった。

        たとえば料理をするとき。どうもおちばさんは栄養のことばかり考えていて、肝心の味付けはおざなりだからと、私がメインにすることになったけれど。

        ミネストローネに白身魚のグリルをつくり、おちばさんにはサラダを頼んだとき。

        「うん、これだったらおいしいかな」

        小皿にすくって味見をしていたら、「どれどれ」とおちばさんが私のすくったミネストローネが残っている小皿をいきなり取って味見してくる。桜色の唇から、チロチロと赤い舌が動くのに、私はビクンと肩を跳ねさせる。

        ……間接キスになることに気が付き、私は顔を赤くさせた。考え過ぎ。この人は私が全然スキンシップに慣れてないから、慣れさせようと抜き打ちチェックしてくるだけ。

        だから気恥ずかしさをごまかすために、電気コンロにいきなり近付いてきたことに抗議した。

        「あ、危ないですよぉ、いきなり人の味見していたのを奪ってくるのは！　ミネストローネの鍋がひっくり返ったら駄目ですし」

        「あら、ごめんなさい。でも、本当においしい……いろりちゃん、お料理が上手なのね」

        彼女はなんてことない顔をしている。だから、なんでこっちはドキドキしているのに、この人はこんなに平然としているの……！

        私が口をふがふがとさせていたら、おちばさんはにっこりとこちらに笑ってくる。

        「いろりちゃん、顔に出てる。『私ばっかり好きみたいじゃない』って」

        「はあ!?　どうしてそうなるんですか!!」

        こっちは少しでもスキンシップに慣れようとしているのに、どうしてこうも平然と冗談まで飛ばしてくるのか。私の抗議を、おちばさんは笑顔で受け流す。

        「だっていろりちゃん、まるで構ってもらえないから、不安に思って噛みついているみたいだもの」

        「ちーがーいーまーすってばあ……！　というより、どうしてこうもおちばさん、百合に慣れてるんですか!?　この知識、せっかく買ったマンガや小説関係ないじゃないですか！」

        「あら、それをそのまんま参考にしても、それは借り物でしょ？　アフレコだって、オーディションで演じるキャラクターになりきるために努力するでしょう？　でもそれって、ただセリフを読んでいるだけだったら、借り物のままで、なりきれる訳ないじゃない。自分の心の襞という襞で、そのキャラクターがどうしてそのセリフを言っているのか理解する必要があるでしょう？　百合だって同じ。どうしてそういうスキンシップをするのか考えなきゃ、駄目よ？」

        ……本当に言っていることは、いちいちもっともだ。

        この人、本当に声優としてキャリアを積んでいるのは間違いない。だけど、どうして名前が売れてないんだろう。たしかに、私より年上でもキャリアのない人はいるけれど。

        でも、それとこれとは話は別。

        「うう、すみません、私の覚悟が足りてませんでした……常に恋心を意識するようにします」

        百合営業のためにキャラづくりをするのと、百合になりきるのって、なんだか全然違うような。

        私の情けない泣き言もまた、おちばさんは笑顔で小首をかしげて受け流してくる。

        「うん、頑張ってね。常に受け身じゃなくって、私の方もときめかせてね。たしかにいろりちゃんの反応は可愛らしいけど、そこに恋心が伴ってなかったら、ただの痴女でしょ？」

        「ううっ……」

        そりゃ、ちょっとエッチなキャラをしたり、ラッキースケベを受けるキャラをやったりしたことはあるけれど、あくまでエッチな目に遭っているのはキャラであって、私自身がやる必要はなかった。

        でも今は、私自身が百合になりきる必要があると迫られている。好きな人に迫られているというのをしっかりと体感しないといけないんだけど……これでいいのかがわからない。私、全部受け身のままで、おちばさんに対して、なんにもできてないもの。

        食事が終わり、お風呂に入るときもそうだ。

        脱衣所で服を脱ごうとしているところで、おちばさんが入ってきたので、私はまたも「ひゃっ！」と悲鳴を上げる。

        「お風呂までわざわざ一緒に入る必要あるんですか!?」

        「あら、裸の付き合いが一番仲良くなれるじゃない」

        「もしかして、一緒に入るんですか……裸で」

        「でも、ふたりで入っても充分足も伸ばせるし、狭くないし。もしそれでも恥ずかしいって言うなら、入浴剤入れるけどどう？」

        そう言って持ってきていた入浴剤を入れると、お湯は乳白色に染まり、湯船に入ったら、たしかに裸は見えない。これだったらまあ……恥ずかしくないのかなあ。

        「ま、まあ……これくらいだったら」

        「ええ」

        おちばさんはそう言って着替えはじめた。おちばさんは下着も可愛くって、こんなところまで隙がないのかとびっくりする。

        なによりも驚いたのは、ブラを脱いでいるときに見えた腹筋だ。シックスパックに割れるほどではないけれど、淡く筋が見えるほどには鍛えてある。

        本当にただ、声優としての要領がいいだけでない。努力もしっかりしているんだなと思い知る。私の視線に気付いたのか、おちばさんは私のほうに振り返ると、顔をしかめてこちらのお腹の肉を摘まんできた……って、ひゃあ!?

        「なっ、なにすんですか!?」

        「駄目よ、いくらなんでもこのお腹は」

        そのままもにもにと揉んでくる……私は別に太ってはいない。でも、最近はネットでの依頼しか仕事していなかったから、ボイストレーニングは元より、基礎トレーニングもまともにしていなかった。声を張らずとも、防音にさえ気を付けていれば家の設備で充分収録できてしまっていたからだ。

        事務所に所属時代はしっかりと基礎トレーニングで鍛えていた腹筋もなくなり、掴める程度にぷにぷにのお腹になってしまっていた。

        おちばさんは私のぷにぷにのお腹を掴んで引っ張る。またもいやらしいスキンシップしてくるのかと一瞬身構えたものの、これは本気で怒っている。むにむにと揉んでくるために、否が応でもお腹の肉を意識してしまう。

        「喉だけ頑張らせたら、すぐに声が枯れちゃうから。腹式呼吸できちんとした発声しないと、声優の寿命を縮めちゃうんだからね？」

        「わ、わかりましたからぁ……だ、だから、揉まないでっ！」

        私の悲鳴でようやくおちばさんは手を離してくれた。それにほっとしつつ、髪の毛をくるんとひとまとめにしているおちばさんを見た。

        腹筋だけでなく、肌の手入れまでばっちりだ。鍛えているのは腹筋だけでなく、引き締まったお尻にすらりと伸びた脚。全身を節制しているのがよくわかる。肌は透明感があり、日焼けにも気を遣っているのか、くすみひとつ無い。

        こんなに見とれるほど綺麗な人に、私の裸を見られるのかと思うと、たまらなく恥ずかしい。

        声優としてのプロ意識といい、あまりにもの杓子定規な料理といい、この人本当に何者なんだろうと、ついつい首を傾げてしまった。

        体を洗って湯船に浸かると、おちばさんも湯船に浸かってくる。またも触ってくるんじゃないかと緊張したものの、そんなことはなく、ただ互いの脚がぶつかる程度だった。

        「もう、いろりちゃんってば気を抜き過ぎよ。いくら映像は編集できるからって、下半身が迂闊過ぎるのはどうかと思うよ？」

        「はあい……気を付けまーす」

        「やることいっぱいだね。百合に慣れることと、基礎トレーニングのやり直し」

        痛いほど説教され、ぐんにゃりとしてしまっていたら、向かいから水鉄砲でお湯をかけられた。入浴剤の匂いがかかって目を白黒とさせる。

        「ちゃんと慣れてね？」

        「……わかりました……」

        口先ばっかりではなく、本当の本当に慣れないと。私はそう気を取り直して、お湯でばしゃばしゃと顔をはたいて気合を入れた。

        


        　

        　

    

    
        三話

        　

        おちばさんに抜き打ちでスキンシップを取られるようになって、早一週間が過ぎた。

        「ふっ……うぅ……ちゅっぷ……」

        その日も、歯を磨き終わったところで唇を奪われ、舌を強く吸われて、磨きたての歯茎を何度も嬲られている。スペアミントの味が、口の中でかき回される。

        私もなんとか受け答えるようにして、絡められた舌に沿ってなぞったりくすぐったりはできるようになったけれど、それでもおちばさんのテクニックに対抗することはできずにいた。

        鼻から抜けるような息をし、だんだん酸素が足りなくなって頭がぼーっと霞んできたところで、ようやく唇を離された。

        おちばさんは朝から桜色の唇で、にこりと笑う。

        「大分いろりちゃんも、スキンシップ慣れてきたんじゃない？」

        「そう……でしょうか……」

        こっちは本当にいっぱいいっぱいで、上手くできているのかはわからない。

        でもおちばさんと勉強をはじめてスキンシップをするようになってきてから、撮影も再開した。コツコツとアップする動画の閲覧数も、少しずつだけれど上がってきていた。

        上げている動画は、カメラを固定させて、さりげない日常を撮ったものだ。

        正直もっと百合らしいいちゃいちゃしたものを撮ったほうがいいんじゃないかと危惧したけれど、おちばさんに「天然ものに養殖は勝てないから、今の日常を撮ったほうがよさそう」と言って、そのままでいる。

        動画に寄せられるコメントを見ていると、おちばさんの判断は正解だったようで「少しずつ距離が縮まっているのがいい」「最初と比べたらかなり自然になった」と概ね好評みたいだ……少しずつ近付いているのかは、はっきり言ってこちらからだと全然わからないんだけれど。

        でも。ランキング一位を独占しているペアを見る。

        相変わらずこのふたりは、他の追随を許さない自然過ぎる百合を繰り広げ、コメント欄も大盛況だ。

        この飛び抜けているペアに焦り、他のペアもだんだん内容が過激になってきている。それを見て、気が沈む。

        「ごめんなさい、私ももうちょっと慣れたと思ったんですけど……」

        「ううん、いろりちゃんは悪くないから。これくらいだったら巻き返せるから全然平気。それに焦り過ぎて数字を叩き出してもそれは一瞬だから」

        「ええ……？」

        「このふたりって、最初から今みたいな内容ではなかったから。もっと普通の友達感覚だったのが、少しずつ百合にシフトしていったの。積み重ねがあるから、信頼があるの。それ抜きでやったら、すぐに飽きられてしまうから」

        「そうなんですかねえ……」

        「そもそも、私たちはニュードリームと本契約して声優活動をするのが目的であって、百合営業で成功することが目標ではないでしょう？　目的と手段を履き違えちゃ駄目よ」

        おちばさんはそう言ってから、私の髪を撫でる。備え付けの高級シャンプーとリンスのせいか、湿気が多いと爆発してしまう癖毛もしっとりとまとまるようになり、おちばさんの指滑りが心地よく思える。

        「頑張りましょう。幸い仮契約中でも、いろいろ仕事のオーディションの話は持ち込んできてもらえているんだから、少しずつ手数を増やして。ねっ？」

        本当におちばさんはすごい。

        目先のことばっかりに囚われて、すぐに思考を放棄してしまう私よりも、ずっと先のことを考えていて、がむしゃらに突っ走ろうとする私を抑えてくれている。

        そうだよね。百合営業ばかりをしている訳にはいかないんだから。でも……。

        もし……もしも。今の宙ぶらりんな立場になにか変化が訪れたとき、今の関係は終わってしまうんだろうか。

        私とおちばさんは、あくまで百合営業のペアであり、同業者であり、互いに声優として成功しようと夢を語り合う相手。友達でもないし、ましてや恋人でもない。

        この名前の付けられない関係も、いつかは終わってしまう？

        そこで思考は停止する。どっちみち今のままでは本当に宙ぶらりんなのだから、このままでいい訳は絶対にない。答えを出すのをできる限り引き延ばす以外、選択肢が見つからなかった。

        　

        ＊＊＊

        　

        その日はゲームのキャラクターオーディションに来ていた。

        最近はゲームの声優に力を入れている会社も多く、こういうオーディションで勝ち残って一気に人気声優にまで飛躍する人も多い。

        『これでも、食らいなさいっ！』

        おちばさんにさんざん叱られて、真面目に基礎トレーニングをやり直してから、叫ぶ演技をしても喉が枯れるようなことがなくなった。

        今までもよりも面接官の反応がよかったような気がする。

        控室に戻ったら、おちばさんも別のキャラのオーディションから戻ってきたところだった。ペットボトルのお茶を傾けてから、こちらに振り返った。

        「いろりちゃん、オーディションどうだった？」

        「はい、今までよりも手ごたえがあったというか……本当に、おちばさんのおかげです」

        「あら、私は普通のことしか言ってないけど」

        「そんな謙遜しないでくださいよー」

        そうふたりでやり取りを交わしていたとき。

        「あれえ、ニュードリームの新進気鋭ペアさんでしたよねえ？　ええっと、秋葉いろりさんと暮里おちばさん……でしたよね？」

        いきなり声をかけられて、驚いて振り返る。

        前の事務所時代から、お世辞にも売れているとは言えないから、まさかオーディション会場の控室で名前を呼ばれるなんて思ってもいなかった。

        声をかけてきたのは、艶やかなポニーテールを揺らし、バンドＴシャツを着ている女の子だった。スキニージーンズが脚の細さと長さを強調し、より一層健康的に見せている。

        隣にはレーシーなサマーワンピースを着て、黒いマスクで喉をガードしているサイドツインテールの女の子が控えている。

        このふたり。

        「……もしかして、播磨このはさんと、明石みのりさんですか？」

        「あれ、動画見てくれてたんですか？　嬉しいです！　ねっ、みのり」

        このはさんに声をかけられたみのりさんは、機嫌悪そうにぷいっとそっぽを向いてしまう。どうもこのはさんはサイトではさんざんみのりさんに面倒を見てもらっている甘えん坊キャラで推しているけれど、実際はちょっと違うみたい。

        その態度にもこのはさんは動じることもなく「この子、人見知りなんです」とフォローを入れた。

        「ふたりの動画いつも見てますよ。すごい自然な雰囲気で好きです。そこで、少し提案があるんですけれど、お時間をいただいても大丈夫でしょうか？」

        ファンの人ではなく、同業者に言ってもらえるとなんとなく嬉しい。慣れないながら、試行錯誤を繰り返しているから、余計にだ。

        「わあ、ランキング一位のペアに見てもらってるなんて感激です。ねっ、おちばさん」

        「ええ……でも、私たちそこまで売れてませんけど、どういった話でしょうか？」

        おちばさんの口調は少しだけ硬い。

        どうにも同業者のふたりに対して、警戒しているようだ。まあ、そりゃそうか。私たち、まだ駆け出しな上に仮契約中の身の上だし、サイトでも声優界でも第一線を走っているふたりに声をかけてもらう意味がわからないもんね。

        みのりさんは目を細める。

        「せっかく、このはが声をかけてあげているのに、そういうこと言うんだ」

        ……みのりさんはずいぶんと扱いにくい子なんだな。乾いた笑いが漏れそうになったけれど、それより早く「そんなこと言っちゃ駄目でしょ！」とこのはさんの方からすかさずツッコミが入った。

        「ごめんなさい。この子すぐに機嫌悪くなるんです。悪い子じゃないんですけど。今回おふたりに声をかけたのは、私たちのチャンネルにゲストとして招待したいって思ったんです」

        「ゲスト……ですか？」

        まあ、このペアの動画に参加したら、その中で私たちの宣伝もさせてもらえるだろうから、ふたりのファンからも視聴者を稼ぐことはできるかもしれない。おちばさんはなおも警戒した表情を変えないまま返事をする。

        「ごめんなさい、私たち、まだ動画をアップしはじめてからそんなに時間が経っていませんし、あまりお役に立てないと思うんですけれど……」

        まあ、そうなんだよね。閲覧数だって本当にゆっくりとしか稼げていないし、いきなりランキング一位のチャンネルにゲスト参加しても、ふたりの邪魔しかしないような気がする。

        おちばさんの言葉に、このはさんは苦笑する。

        「まあうちの事務所の本契約条件が特殊ですから、そこで警戒されてもしょうがないですよね。でも単純に、これは私たちの好意ですよ。他のペアも誘ったんですけど、結構断られ続けてますから。『自分のところの動画で吊るし上げする気か』とか言われて。本当にそんなことないんですけどね」

        「このはが人がよ過ぎなんだよ。他のペア、うちらの後追いばっかりでどんどん内容が過激になっても一位取れないから、焦ってやけ起こしてる。こっちだってあんまり過激過ぎる動画の宣伝はしたくないし」

        「仮契約中だったら焦ってピリピリするもんなんだから、そこで煽るようなことを言っちゃ駄目だってば」

        このはさんがピコンとデコピンをしたら、みのりさんは「あう」と目を細める。

        このふたりは動画での距離感はとことん近いけれど、たしかに直接的なエロさは出していない。あんまり過激過ぎると、そもそも動画自体削除されかねないもんね。

        デコピンで額を撫でているみのりさんが、目を細めて言う。

        「まあ、あんたたちの動画はそこまで悪くないんじゃない？　だからゲストで呼ぼうって話をしたの。うちに出るからには、さっさと一位を取って、本契約したら？」

        「あの……もしかしてみのりさんは、私たちを応援してくれているんですか？」

        そう言った途端、マスク越しでもわかるくらいに顔を真っ赤にさせて、このはさんの後ろに隠れてしまった。

        「ちょ、調子に乗らないでよ！　あんたたちなんて、ほんっとうにまだまだなんだから！」

        「あはは……すみません、この子。本当に素直じゃないんで。ただ、ゲストで呼びがてら、ふたりの相談に乗れたらいいなとは思っています。あくまで動画を見ていての感想ですけど、おふたりが伸び悩んでいるみたいでしたから」

        ふたりのやり取りを見て、私とおちばさんは顔を見合わせた。

        どうも本当に打算があるわけじゃなく、事務所の後輩にあたる仮契約ペアの面倒を見ようと思っているらしかった。

        ライバルだと思うから警戒するのであって、素直に事務所の先輩だと思って接すればいいんだろう。

        私はおちばさんに言う。

        「すっごくいいお話だと思います。先輩の胸を借りるってことで。おちばさんはどうですか？」

        そう尋ねると、おちばさんは桜色の爪を唇に押し当てて考え込んでから、口を開いた。

        「そうね……先程は大変失礼しました。ゲストに呼んでくださりありがとうございます。ぜひ参加させてください」

        「わあ！　ありがとうございます！　いい動画にしましょう！　うちでどんどん宣伝してくれてもいいですから！」

        そうさんざんお礼を言われて、私たちはふたりの住むアパートにお邪魔することになったのだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        「はい、私たちの城へようこそー」

        このはさんはそう言って、私たちをアパートに招待してくれた。

        足に一歩踏み入れた途端、さわやかなフレグランスの匂いが漂ってくる。

        ＤＩＹでつくったテーブルに本棚。カーテンも襞が入っているものではなくって、ホームセンターで買ってきた布をかけただけっていうもの。

        あらかじめ備え付けで置いてある家具だけ使っている私たちの部屋とは違って、このはさんとみのりさんの部屋はかなり手を加えられていた。

        「みのりはこれでもインテリアスタイリストの勉強しているんで、ものすっごく部屋づくりにこだわりがあるんですよ。ふたりでＤＩＹやっている動画も何本も撮りましたしねえ。ねえ、みのり？」

        「別に……ただ最初のごちゃごちゃしたのが、私たちには合わないと思っただけ」

        このはさんにものすっごく褒めちぎられているみのりさんは、ようやくマスクを外したかと思いきや、ぷっくりとした唇を尖らせて、そっぽを向いてしまった。

        たしかにこのはさんの言う通り、みのりさんは素直じゃないだけでいい人なのかも。

        このはさんは冷蔵庫からフレグランスウォーターを取り出すと、それをグラスに入れて振る舞ってくれる。ミントとグレープフルーツが漬け込まれていたそれは、ひと口飲むと口の中がすっきりとする。

        「それじゃあ、撮影前にいくつか話を聞いてみたいなと思うんだけれど。ふたりはどうして伸び悩んでいると思いますか？」

        「編集の技術が足りないからだと思ってました……私たち、本当に日常動画しか上げてませんし」

        このはさんの問いに、おちばさんはそう答える。でもこのはさんとみのりさんの動画なんて、完全に日常のいちゃいちゃしている動画であり、コンセプトは私たちとそんなに変わっていない。

        過激なことしても、すぐに伸び悩むからやめておけとおちばさんに止められたのもあって、私たちはそういうことをしていない。

        ……でも正直、それに私はほっとしている。ふたりで過激なことをしても閲覧数が跳ね上がるとは思えないし……なによりも私が怖い。事務所に入りたいがために百合営業に徹するというのは間違っているというのは、甘いんだろうか。

        私が少しだけ沈んでいる中、このはさんは「うーんと」と口を開いた。

        「あくまで印象だけですけど、ふたりの自然な雰囲気は見ている人を引き付けると思うんですよね。ただ、思い切りが足りないというか」

        「思い切りって……やっぱりもっと百合らしく、いちゃいちゃが足りないとか？」

        「なに言っているの。百合営業舐め過ぎ」

        私の言葉に、みのりさんがピシャリと切り捨てる。みのりさんの言葉に、このはさんは「こら、みのり」と軽くチョップする。

        「ごめんなさい、みのりってば本当に言葉が足りなくって。これでもこの子も心配しているんですよね。自然であればあるほどに、ふたりの間に変な緊張が見え隠れするというか」

        そうこのはさんが説明し、私とおちばさんは目を合わせる。自然に一緒にいるように見えるのに、緊張が走っているって矛盾があるような。

        私たちの困った顔に、みのりさんは「ふんっ」と鼻息を立てたあと、そのままこのはさんの腕に抱き着いた。それにこのはさんは苦笑しながら、みのりさんの頭を撫でると続ける。

        「おふたりの利害関係とか恋人関係とかはわからないんですけど。ただ言えるのは、一度ちゃんと腹を割って話し合ったほうがいいですよ」

        そう言われてしまった。

        そのあと、打ち合わせして、ふたりの家に遊びに来たという体ていで撮影がはじまったけれど。

        明らかにこのはさんとみのりさんの距離は近い。肩がぴったりとくっつくような距離で私たちを歓迎してくれ、冷蔵庫に入れてあったお菓子とお茶を出してもてなしてくれる。

        ふたりが台所に並ぶ姿は、はっきり言って新婚夫婦の距離感だった。なにもいやらしいことはしていないというのに。

        『このは、あーん』

        『ちょっと、お客さんに出す分足りなくなっちゃうでしょう？』

        冷蔵庫に入れていたチーズタルトを切り分ける中、余った端っこの部分を食べたいと口を開いているみのりさんに、このはさんが仕方ないと言いたげに、フォークで彼女の口に入れてあげる。

        まるで雛に餌をあげている親鳥のような、恋人同士のような仲睦まじさだった。

        ふたりに完全に充てられて、どうにか動画の宣伝だけはできたけれど、特になにもできなかった。

        家に帰りついてからも、私はぼんやりと座り込んでしまった。

        ランキング一位の貫禄に圧倒されてしまったのか、ふたりの空気に充てられて呆気に取られているのか、それともふたりの指摘があまりにも図星だったのか、いまいちよくわからない。

        「本当にすごかったね、このはさんとみのりさん。阿吽あうんの呼吸だった。ちゃんと話し合って、互いのことさらけ出さなかったら、あれだけの距離感で接することなんてできないもの」

        あれだけふたりのことを警戒していたおちばさんすら、そう評価する。そりゃ一位になってもおかしくない。

        おちばさんはしみじみと続ける。

        「それに見透かされちゃったなと思ったのよね。私の気持ち」

        「えっ……？」

        「だって、その気の無い子にこれ以上手を出して、嫌われたら嫌だもの」

        そうぽつんと言い出すおちばさんに、目を剥いた。

        ……今、なんて？

        「あの、手を出すって……私、結構おちばさんに、いろんなことされていると思ってましたけど」

        「あら、最後までしたことなんて、一度もないけど」

        そう言われて、私はだんだんと顔が火照ってくるのがわかった。ああ、きっとこのはさんが言っていたのはこれだし、みのりさんが毒づいていたのもこれだ。

        私たちは、それぞれが互いのことをどう思っているのか、一度も口にしてない。だって百合営業で、本契約のためだけの関係なんだから、なにをしても本契約のためとか営業のためとか思ってしまうから、一線を越えることなんてできなかった。

        だけど、そもそも営業関係なく、私はおちばさんのことが好きになってしまっているけど、打ち明けることなんてできないと思っていた。

        「……でも、それを言ったら変じゃないですかあ」

        私の口から、情けない声が漏れた。

        ボイストレーニングをしていてもなお、心根から滲み出る情けない声色までは払拭することができなかったようだ。

        「だって私、おちばさんのこと尊敬してますもの。名前が売れなくっても自分を節制しているところも、声優としてきちんとしているところも、ビジョンを明確にしているところも……そこに好きだって言ったら、尊敬している気持ちが不純になっちゃうような気がして……」

        本当に自分勝手な気持ちばかりがまろび出る。そう思っちゃったんだから、仕方ないんだけれど。

        おちばさんはしばらく黙り込んだあと「いろりちゃん」と呼んできた。彼女に視線を合わせたら、ぱくりと桜色の唇で私の唇を食べられた。また舌を突っ込まれたりするのかと思ったら、チュッという軽いリップ音と一緒にすぐにその柔らかい唇は離れた。

        「私だって同じよ。折角事務所にスカウトしてもらったんだもの。本契約したいって気持ちがあって当たり前じゃない。でも夢を叶えたいって気持ちと、いろりちゃんを欲しいって気持ち、両立しちゃ駄目なの？」

        「おちばさん……あの」

        唇に触れる。いつもさんざん抜き打ちチェックと称されて、何度も過剰なスキンシップはされていたけれど……彼女は本当に痛いことも嫌なこともしなかった。ずっと私のこと、見て確認してから、試していたからだ。

        それにずっと甘えていたなんて、私馬鹿だ。大馬鹿だ。

        「私、おちばさん好きです……その、欲しがってくれてもいいんですよ？」

        「いろりちゃん……」

        またもおちばさんに唇を食まれた。

        今度は舌で唇の輪郭をなぞられ、愛でられるように何度も吸われる。受け入れるという意味も込めて唇を薄く開くと、彼女の舌がぬるりと入ってきて、私の口腔をなぞられる。

        「ふ……うぅ……ふぁ……」

        鼻に抜けるような声が出る。じゅぷじゅぷと口腔をかき回されたところで、ようやくおちばさんは舌を引き抜くと、私の口の端から出たよだれを指で拭われた。

        「いろりちゃん。好きよ」

        「……私もです」

        「ねえ、いろりちゃん」

        甘い色香を湛えた声で、囁かれる。

        「……あなたを食べちゃってもいい？」

        既に私の耳を犯しそうな声を出しているのに、本当に卑怯だ。でもそんな声を出さなくっても、答えは決まっている。

        私は彼女の肩に腕を回した。

        「何度も言ってるじゃないですか。欲しがってくれてもいいんですってば」

        一瞬だけおちばさんは固まったけれど、すぐに私の腰に腕を回してきた。

        　

        ＊＊＊

        　

        ベッドにもつれ込み、カットソーをするすると脱がされる。

        汗で張り付いているキャミソールも剥がされ、ベッドの下に落とされた。

        「うん……本当にいろりちゃん、可愛い」

        そう言いながら、ブラとスカート姿になった私をうっとりとしながらおちばさんは眺めてきた。こちらだけ中途半端に脱がされると、緊張よりも先に気恥ずかしさが勝って、私はそっぽを向く。

        「あの……おちばさんも脱ぎましょうよ。なんでそんなにいつも通りなんですかあ……」

        「あら、私のどこがそんなにいつも通りに見える？」

        「なんかものすっごく余裕あるじゃないですかあ……」

        そう言うと、おちばさんはくすりと笑いながら私の手を取り、自分の胸に押し当ててくる。豊満な柔らかい乳房の感覚と一緒に、鼓動の音が伝わってくる。気のせいか、少しだけ速いような気がする。

        「やっといろりちゃんを手に入れられると思ったら、さっきからずっと胸がドキドキしてるのよ？　余裕なんてある訳ないじゃない」

        「これ……私のせいなんですか……？」

        「そう、いろりちゃんのせいよ。楽しみましょうね」

        そう言って、私をまたいだまま自分のカットソーを脱いで、私の服の上に落とし、その上にキャミソールとスカートも落としていく。

        背中のホックを取ろうとするので、少しだけ背中を浮かせて手伝うと、胸が空気に触れてぷるんと震えた。

        おちばさんはそれを見ると、長い指で乳房の先端を撫でながら、私の唇を吸いはじめた。

        初めては痛いものだと聞いていたけれど。相手が女の人だからだろうか。おちばさんだからだろうか。

        「ふっ……わぁ……ちょっと……ちょっと待ってくださ……っ！」

        触られるたびにくすぐったくって、そのあとに熱がいつまで経っても引かないのが怖くなり、私の乳房の先端をゆるゆると弄っているおちばさんにストップをかけると、少しだけ不満げに桜色の唇を尖らせる。

        「ずっと我慢してたのに、ここで待ては困っちゃうわ？」

        「そ……じゃなくってですね……っ、なんか……私、変というか」

        「変って？」

        「だって……くすぐったいだけだったはずなのに、なんか体が熱いというか……触られるところがどこも……その」

        「んー……そうねえ」

        そう言いながら、私の静止を振り切って、再びおちばさんが私の乳首の先端を弾いた。

        本当だったら痛いはずの力なのに、私の喉からは「ひゃうっ……」なんて声がまろび出る。思わず手で口元を押さえると、おちばさんは蠱惑的に唇を吊り上げる。

        「くすぐったいっていうのは、触り続けていると性帯感になっちゃうのよ」

        「そ……うなんですか？」

        「すぐに性帯感になるってことはないんだけどね。いろりちゃんにはそういう才能があるみたいね。こんなにあっちこっち感度がいいと、だんだん心配になっちゃうわね。だって乳首だってほら。私、力なんて全然入れてないのにこんなにコリコリ硬くさせちゃって」

        そう言って、ただ乳房ごとやわやわと触るだけだった先端を、爪でピンと弾く。すると、そこがたしかに硬く尖って震えることに気付く。

        嘘……なんで……私が呆然としていると、おちばさんはクスリとさらさらの髪をかき分けながら、私の先端に唇を寄せる。

        「いろりちゃん、感度がいいのよ。ただキスしているだけでこうなんだもの……」

        「こ、んなところで……しゃべらないで……い、きがぁ……」

        ピンと立ち上がった先端に息を吹きかけられた途端に、腰の辺りになにかがせり上がってくるような気がした。おちばさんはクスクス笑いながら、硬く尖った先端に吸い付き、しゃぶり、舌で何度も何度もしごいてくる。

        別に胸なんて、ブラを付けるときに寄せたり、いつも体を洗うときに触っている。だけどおちばさんに弄られたら、気持ち良さが全然違う。体が快感に感じると気持ちまで愛おしさが深まる。

        ぐるんぐるんと腰の辺りになにかが溜まっていくのがわかる。

        「れろ……っ、いろりちゃん、気持ちいい？」

        「わ……かんない……っ、きゃぁ……ううっ」

        私の返答に、おちばさんはよりによって先端に歯を立ててきた。痛いって感じるはずなのに、それより先に瞼の裏がチカチカしてくる。

        空いているほうの先端は指で引っ張られて、つつかれ、爪を立てられる。

        「いったい……！　おちばしゃ……やめ……」

        「ちゅっ……痛いだけじゃないでしょ？　いろりちゃん。ちゃんと認めないと駄目よ。『気持ちいい』と。ほら、ちゃんと声に出して言ってみて？」

        「あぁ……あ……」

        「ほら」

        また先端に爪を立てて引っ掛かれる。途端に腰が跳ねる。ベッドがギチリと音を立てて、スプリングがしなる。この、訳のわからない腰の辺りの感覚が……。

        「……ちぃ……」

        「なんて？」

        「き……もちい……あぁ……きもちい……あんっ！」

        今度は乳房を手いっぱいに捏ねられる。

        少し痛いほどに揉まれたかと思いきや、少しずつマッサージのような握力になり、だんだんその力は優しく緩やかなものへと変わっていった。さっき喉をついて出た声の通り、ずっと気持ちいい感覚が残り続けている。

        だんだんおちばさんの顔は胸から鳩尾、臍へと降りていき、とうとう私の茂みのほうへと達した。

        「ちょっと、いろりちゃん。腰を上げてね」

        言われるがまま、腰を持ち上げると、まるで秘裂をおちばさんに見せつけているかのようで、さっきまでの行為も合わせて、どっと体中が熱を持つ。

        おちばさんは私の最後の一点であるショーツに指を引っかけると、するするとそれを下ろしていったのだ。ショーツは既に濡れて、全部下ろしたときには糸を引いているのが恥ずかしくていたたまれない。

        「あ、あの……こんなところ……なにす……ひゃぁ……っ！」

        おちばさんは私の大事なところにいきなり顔を寄せたかと思いきや、茂みをかき分けて秘裂をさらけ出すと、そこに舌を這わせはじめたのだ。

        さっきまでもさんざん首筋や鎖骨、乳首も攻められたけれど、他とは全然違う。他はくすぐったいところからだんだん変わってくる気持ちよさだったけれど、ここは最初から気持ちいいという感覚が迫ってきて、それがいつまでも体に残って怖くなってくる。

        「き、汚いですからぁ……！　そ、んなとこ、舐めないでぇ……！」

        「れろっ……いろりちゃんの体に汚いところなんてないでしょ？　それに、ここ。いろりちゃんたっぷりと蜜が出て、甘いの」

        「そんな訳……ないれすからぁ……！」

        さっきにも増して気恥ずかしさで体が火照り、なんとか止めさせようとして太腿でおちばさんの顔を挟んで静止しようとするものの、逆におちばさんが私の太腿をいやらしい手つきで揉んでくる。

        もうさっきからさんざんくすぐられてきたせいで、その手付きから太腿まで性感帯にされそうなのが怖く、太腿の力は弱くなってしまう。

        その隙を突いてか、おちばさんはわざとらしい水音を立てて私の秘裂をすすり上げる。彼女の言う通り、普段のことを思ったらありえないくらいに滴り、愛液がとめどなく溢れてくる。それを彼女が舌を立てて舐め上げ、すすり、秘裂だけでなく目も耳も犯されているような錯覚に陥る。

        やがて、彼女は私の秘裂から秘豆を取り出すと、そこを舌で刺激しはじめた。さっきとは違う感触が襲ってきて、私は目尻からポロポロと涙を零す。

        「ひっ……ううっ……なにぃ……」

        「ふふ……いろりちゃん本当に敏感」

        秘豆に息が吹きかけられると、先程からの刺激ですっかりと熟れてしまったそこが、プルンプルンと震える。

        おちばさんはそこを優しく指で撫でると、最初は軽く付けるだけのキスをしてから、だんだん舌で転がしはじめる。

        訳がわからなくなり、私がポロポロと泣いている中、だんだん迫ってくる腰の快楽が放出されるのがわかる。

        「な、なんか……くる……あ、あぁ……んっ……」

        「……いろりちゃん。そういうのを、イクって言うのよ？」

        「イ……イク……イッちゃう……ああ……あああ……あぁああ……！」

        喉からついて出る嬌声は、普段演技で出していたものからはありえないほどに甘く、腰から迫ってくる快感は、私の秘裂から放出された。

        ドロリとした粘液が、愛液と一緒に秘裂を滴らせたのだ。

        私がぜいぜいと息を乱していると、さんざん私を弄っていたおちばさんは、ようやく茂みから顔を上げて、私のほうに寄ってきて頭を撫でてくれた。

        「うん、初めてにしては頑張ったわね、いろりちゃん。偉い偉い」

        優しく撫でられ、私はくったりとおちばさんにもたれかかった。

        「あ、あの……本当に最後のほうは訳がわからなくなったんですけど……その……」

        「いろりちゃん」

        おちばさんはにこにこしながら、私の髪を梳く。さんざん恥ずかしいところを見せて、恥ずかしい声を上げてしまったと私が顔を手に当てていると、おちばさんは甘い甘い声で尋ねる。

        「気持ちよかった？」

        その問いに、私はまたも熱を持つ。

        「……はい」

        頷いた途端、おちばさんは本当に嬉しそうに目を細めて、私の唇を再び奪ってきた。

        舌を何度も舐められて、たしかにキスは甘いと思い至った。

        


        　

        　

    

    
        四話

        　

        私たちが一線を越えてからというものの、サイトに変動があった。明らかに閲覧数が伸びたのだ。今まで伸び悩んでいたのが嘘のようで、噂が噂を呼び、どんどんと増え続けている。

        しかし、まあ……。

        『ついに寝たか』

        『前よりも関係が甘くなった』

        『見てると本当癒されるよな』

        コメントを見ていて苦笑を禁じ得ない。

        「いったいどこに目を付けてんでしょうねえ。たしかに寝たけど、そこまでわかりやすいのかな」

        「あら、結構有名な話だけど？　結婚する前と後だったら明らかに演技の幅が変わる人とか、恋愛中と失恋後で演技の質が変わる人とか、よくいるでしょう？」

        「……たしかに」

        声優も人間なんだから、脚本通りの演技をしていても、そこに自分のメンタルや経験が乗っかることで振れ幅が変わることはある。

        そこまで漏れ出るものかなと思っていたけれど、視聴者の目や耳は誤魔化しきれないものらしい。

        今日一緒に料理をしていたのを録画してアップしたら、コメントで一気に『百合夫婦』『新婚さん』と書き込みが加えられていくのを笑いながら、一旦パソコンを閉じる。

        ふたりでお風呂に入ろうとしている中、脱衣所で服を脱いでいると、おちばさんがいきなり私の背中を触ってきて、思わずビクン、と肩を跳ねさせる。

        「な、なんですかあ……こんなところで盛らないでくださいよー……」

        「ううん、そんなつもりはないんだけど。でもいろりちゃん、前よりも綺麗になったわよねえ。元から肌は綺麗だったけれど、最近はツルツルしてきたというか」

        「そ、そうなんですかねえ……」

        「セックスすると、ホルモンバランスが整って肌が綺麗になるっていうけれど、それじゃないかしら？」

        そう言ってスルリと腰を撫でてくる。背中を撫でるときも露骨に手付きがいやらしい。腰からお腹のラインを撫でてくる。おちばさんに基礎トレーニングを習ったおかげで、以前のお腹のぷにぷには消えて、すっきりとしたラインになっている。

        「だ……からぁ……せめてお風呂を出てからにしましょうよぉ……」

        そのままショーツをずり下ろされそうなのを、最後の抵抗とばかりに手で押さえながら抗議の声を上げると、ようやくおちばさんが手を止めてくれた。

        「それもそうねえ……あ、そうだ」

        それにほっとしていたら、おちばさんがいきなり下着姿のまま、ガサガサと洗面所を漁りはじめた。持ってきたのは保湿ローションに、ハサミにカミソリだ。

        「あの……なんでしょう？」

        「うん、前々から思っていたんだけど、いろりちゃんの肌がせっかく綺麗になったんだから、毛で隠れちゃうのはもったいないと思うのよねえ。だから、ツルツルにしようかと思って」

        「……はあ？」

        「下の毛を」

        「はあ……!?」

        唐突過ぎるおちばさんの提案に、それ以外の言葉が出ない。

        「早くお風呂に入りましょう。私もツルツルにするから、見せ合いっこしましょう」

        そうにこにこしながら浴室に脱毛セット一式を入れてから、下着を脱ぎはじめたおちばさんに、私は悲鳴を上げた。

        これはただ脱毛するんじゃなくって、その……パイパンになれってことか。私はショーツを脱ぐのも忘れて固まっていると、おちばさんはきょとんとした顔をする。

        「あら、いろりちゃん。お風呂場のほうが恥ずかしくないと思ったけれど、お望みなら、ここでローション塗って剃ってあげてもいいけど、どうする？」

        「そ、そもそも人に剃ってもらうって……恥ずかしいというか……」

        「大丈夫大丈夫、優しくしてあげるから。早く入ってらっしゃい。でないとここで全部剥ぎ取って剃っちゃうから」

        それは脅迫じゃないか。

        私は慌てて全部脱衣カゴに放り込んで、浴室に入った。

        浴室の椅子に座って体を洗ったところで、同じく体全部洗ったおちばさんの股座にちょこんと座る形になった。

        彼女はまるで慣れた手つきで、私の茂みにハサミを入れると、チョキチョキと動かしはじめた。ギリギリまで短く刈り取ったあと、おちばさんは保湿ジェルを私の下腹部に塗りはじめた。

        「刃に負けて痒くなっちゃうかもしれないから、しっかり塗るわね」

        「は……はい……冷たっ……」

        どうして浴室で剃毛をしようと思ったのは、よくわかった。保湿ジェルが蒸気で温まってくれるから、そこまで下腹部が冷えないけれど、これを塗りたくられたら体全体が冷たくなってしまって風邪をひいてしまう。

        一応私のことを考えてくれているんだ……どうして剃毛しようと思いついたのかは、さておいて。

        やがて、おちばさんは私の下半身にカミソリをあてる。

        「傷付けたくないから、じっとしててね。大人しくしてたら、すぐ終わるから」

        「は、はい……」

        「うん。いい子」

        そう言って私の肌にカミソリを滑らせていく。正直、自分でカミソリを使って髪を整えているときだって怖いんだから、他人に充てられるはもっと怖い。

        ショリ……ショリ……と剃られていく中、私は体を強張らせて大人しくしていた。

        やがて、全部剃り終わったときに、お湯を下腹部にかけられ、保湿ジェルを塗りたくられる。

        「はい、終わったわよ。うん、ツルツル」

        「は、はあ……」

        私はされるがままになっていた下半身を見て、絶句する。普段からさんざんおちばさんに可愛がられているそこからはすっかりと毛が消え失せ、秘裂も秘芽も丸見えになってしまっていて、「お、お風呂に入っていいですか!?」と悲鳴を上げた。いくら普段からおちばさんしか見る人はいないとは言っても、恥ずかしいものは恥ずかしい。

        おちばさんはくすくすと笑う。

        「そこまで恥ずかしがらなくってもいいんじゃない？　でもまあ、お風呂で温まって待ってて。私もすぐに済ませちゃうから」

        そう言って、今度は自分の分にハサミを入れて剃毛をはじめた。チョキチョキとハサミを動かして切れるところまで切ったあと、保湿ジェルを塗ってからカミソリをあてはじめる。それがショリショリと動き、どんどん露わになっていくおちばさんの秘部を、私は食い入るように見ていた。

        自分のを見ても綺麗だなんて思わないけれど、おちばさんの秘部は違う。まるで秋に実を落としたザクロみたいで、ものすごく綺麗なのだ。

        やがて綺麗に剃り終えたおちばさんは、お湯を被ってから保湿を済ませて、お風呂に入ってくる。

        私のほうに寄ってきて、クスクスと笑う。

        「まあ、照れちゃうわね。あそこを剃っているところをそんな食い入るように見てこられたら」

        「ご、ごめんなさい……でも、私のなんて見ても、全然綺麗じゃないけれど……おちばさんのは綺麗だったんで」

        「それ褒められているって取ればいいのか微妙ね。でも、まあ……」

        そのままスルリと私の秘部に手を伸ばしてきたので、思わず「ひゃっ！」と悲鳴を上げる。

        「だから、お風呂を出てから盛りましょうってば！」

        「うふふ……やっぱり剃りたてはいいわね。とってもふわふわだもの。いろりちゃんの綺麗な肌が丸ごと味わえるって贅沢ね」

        「な……いきなり剃毛しようなんて言い出したのって、てっきりそういうプレイがしたいのかとばかり……」

        「失礼ねえ、いろりちゃん。私、別に色情魔じゃないわよ？」

        脈絡がない言動に困ったけれど、要は最近肌が綺麗になった私を食べたかったって、そういうことなのかと脱力が襲ってきた。

        まあ……恥ずかしいことには恥ずかしいけれど、いずれ元に戻るし、まあいっか。

        おちばさんにさんざんツルツルになった秘部を触られたけれど、たしかにそれは露骨にいやらしいことをしようとするのではなく、剃毛したての肌を確かめるようなものだったから、されるままにした。

        ふたりでお風呂を出てから、しっかり体と髪を拭いてからベッドに上がったけれど。普段はさんざん舐められたりキスされたりするのに、今回はずっと触られるだけで、なんとなく物足りない。

        もっと抱き締めて欲しい。敏感なところも愛撫して欲しい、下半身の内部は欲情のマグマが溜まってきて我慢の限界できなくなってきた。

        「あの……今日は本当に触るだけですか？」

        おちばさんは悪戯っ子のような顔をしてこちらを見上げてから、再び私の下腹部に視線を向けた。

        「ええ……今はね」

        「またなんか企んでるんですかぁ……」

        「だって、私だけ触ってたら全然フェアじゃないでしょ？」

        そう言って、私の脚にぐっとおちばさんの脚を絡めてきた。しなやかな脚が絡んできて、私は狼狽える。

        普段あまり触らないおちばさんの柔らかな胸が押し付けられ、私の胸を潰してくる。

        「お、おちばさっ……なんですかぁ……！」

        柔らかいとか気持ちいいとか以前に、読めない行動にパニックに陥っていたら、おちばさんはくつりと笑う。

        「だって、こうしたら私のものといろりちゃんのものとぴったりとくっつけられるでしょう？」

        「え……？」

        私の秘部とおちばさんの秘部がくっついている。剃毛したてで、ふわふわとした肌が擦れ合うと、えも言われぬ心地よさが襲ってくるし、なによりも秘裂から漏れるぬるついた愛液が、ダイレクトに絡み合うのがわかる。

        「え……これは……」

        「ふふ、下の唇がキスしているわね。じゃあ上の唇もしましょうか」

        おちばさんはくすくす笑って、私の唇を奪ってくる。いつもよりもより大きく水音を立てて私の舌を吸ってきたと思いきや、口腔や歯茎、喉の奥までを刺激してくる。

        口の端から零れる唾液は、余すところなくおちばさんに舐め取られ、腰もゆるゆると押し付けてくる。

        秘裂から漏れた粘りを帯びた愛液もまた、腰が揺れるたびに卑猥な水音を奏でている。

        愛液と重なり合った秘裂越しにおちばさんの体温を感じ、たまらなくなった私も、夢中でおちばさんがしてくるキスの中、彼女の首にしがみついて腰を振っていた。

        「ふっ……うぅ……ちゅ……っ……んっ……」

        「ふふっ、いろりちゃん可愛い」

        おちばさんは恍惚の表情で、私の髪に手を絡めて笑う。うなじから首筋までを指でなぞり、汗ばんだ肌に軽く爪を立ててくる。

        軽い痛みも、高まった快感の上ではスパイスだ。ただ痛覚を悦楽に変換させて、私たちは腰をどんどんと進めていった。

        だんだんと腰から背骨を通って、溜まっていた快感がせり上がっていく。

        「あ……ぁ……んっ……」

        「いろりちゃ……好きよ」

        「わ、たしもぉ……」

        溜まっていた快感は、重なり合った秘裂からじゅるりと愛液が溢れたことで、ようやく発散された。

        互いに息を切らして、ふたりでようやくベッドに転がる。散らばった髪をおちばさんは手ですくってキスしてくる。

        「どうだった？　剃毛してダイレクトに味わったのは」

        くすくすと笑って聞いてくるので、さっきまでの柔らかさや熱を思い出して、どっと顔を火照らせる。

        「……なんか、途中から訳がわからなくって……すごかったです……」

        「そうね。もうしばらくしたら、チクチクしてきて、それはそれで気持ちいいみたいだから、もうちょっとしたら試してみましょうか」

        そう軽いノリで言うのに、私は少しだけほっとした気分になった。どれくらいで剃った毛が元に戻るのかはわからないけれど、それまでは一緒にいてくれるんだと。

        私の感情が面に出ていたのか、おちばさんがふにりと私の鼻を摘まんできた。

        「な、なんですか……？」

        「不安そうな顔してたからよ、いろりちゃん。もし私たちが本契約できたとしても、なにも変わらないわ。ずっと一緒よ……いろりちゃんが、よければだけれど」

        それを聞いて、私は軽く彼女にキスをした。ただ触れるだけのキスをしたあと、おちばさんは驚いたように目を瞬かせた。

        「……もちろん、今まで通り百合営業はしますし、サイトの一位は狙いますよ。でも、それだけで終わらせる気は全然ありませんから。恋を叶えたからって夢を諦める気はないですし、夢を諦めないからって恋を捨てる道理はないでしょ」

        私が一気にまくしたてると、おちばさんは急に「ぷっ」と噴き出して、そのまま笑い転げてしまった。

        「な、なんでそんなに笑うんですかあ……！」

        「ご、ごめんなさいっ、本当にいろりちゃんが一途で可愛くって。でもそうね」

        おちばさんは笑い過ぎて出た涙を拭き取ると、私と顔を合わせた。

        「夢と恋を天秤にかける必要はないわね」

        そう言って、私に軽くキスをしてくれた。

        ベッドに転がりながら、私たちは目を閉じた。うん、百合営業のために出会った私たちだけど、本契約が決まったからって、なにも変わらない。

        そう思いながら、ふたりで眠りについたんだ。

        　

        ＊＊＊

        　

        次の日、今日の動画作成のために、カメラを回していた。

        栄養重視で味のない料理ばかりつくっていたおちばさんも、私が少し教えただけで、めきめきと料理を上達させてくれた。

        ちゃんと出汁パックで出汁を取って、味噌を溶いてネギと豆腐を入れる。ちゃんとおいしい味噌汁をつくってくれたおちばさんに感激しながら、私は隣で卵焼きをつくっていたら、おちばさんが小皿で味噌汁の味見をさせてくれた。うん、ちゃんと出汁が利いておいしい。

        炊き立てのご飯をお茶碗に入れ、一緒に朝ご飯を食べはじめる。

        料理から食事までをしっかり収めた動画を編集し、いざサイトに上げようとして。

        「あ、あれ……？」

        私はサイトの閲覧数を見て、声を上げた。おちばさんが私の後ろから見てくる。

        「どうかした？　なにかあったの？」

        「いや、おかしくないですか？　いきなり閲覧数が、ひと桁増えているんですけど……」

        着実に閲覧数を増やしていたとはいえど、たったひと晩で十倍になるなんてありえない。

        なんでだろうと思ってコメントを読んでいたとき、気になることが書いてあった。

        『もしかして桜小路みもりさんですか？』

        そのひと言が原因で、常連の視聴者と、新規の視聴者との間でバトルが勃発し、コメント欄がすごい勢いで炎上していた。

        桜小路みもりって……。私は驚いた顔でおちばさんを見ると、おちばさんは顔をしかめていた。

        「……他の仮契約の人たちに迷惑がかかってないか、確認しないと。もし被害があったら、すぐに謝罪しましょう。念のため、社長にも連絡を取って」

        「わ、わかりました……」

        念のために、ニュードリームのサイトをざっと見回したけれど、どこも特に炎上はしていなかった。

        前にお世話になったこのはさんからは、メールが入っていた。

        『他の子たちには連絡取って、一旦コメント欄は書き込み禁止にしました。そちら、すごい炎上していますけど大丈夫ですか？　もし釈明があるんでしたら、早めにしたほうがいいと思いますよ』

        さすがランキング一位の猛者は、行動が早い。こちらが発端なのに、フォローしてもらう羽目になり、申し訳ない。

        このはさんにお礼と謝罪の連絡をしてから、他のペアにも謝罪の連絡をする。

        どこも怒ってはいなくて、逆に『大丈夫ですか？』と心配されてしまうのが心苦しい。

        『匿名サイトで、あることないこと書かれているみたいですけど、大丈夫ですか？』

        そのひと言で、私はたじろいだ。

        前の事務所から、「匿名サイトは本当にどうしようもないことが書いてあるから、精神衛生のためになるべく読まないように」と言われていたから関わらないようにしていた。

        でも今回は、発端が匿名サイトだとしたら、見ないと駄目かもしれない。私は恐る恐る『桜小路みもり』で検索をかけてみた。

        『桜小路みもりが、うん年間行方をくらませていたと思ったら、百合営業で再始動しようとしているって』

        『枕営業の次は百合営業って節操なさ過ぎ』

        『社長に枕営業を断ったから切られたって聞いたけど、また懲りもせずにやってるん？　素直に引退しときゃいいのに』

        「なにこれ……」

        思わず歯噛みする。

        私は、今でも桜小路みもりが好きだし、どうしてしばらく行方不明になっていたのかは知らない。

        おちばさんがもしかしたら桜小路みもりじゃないかとは思っていたけれど、今の彼女が好きなのであって、過去のどうのこうのなんて、関係ないじゃない。

        どうして好き勝手言われて、炎上させられないといけないの。おちばさんの目に入る前に、私は黙ってパソコンの電源を落とした。

        おちばさんはずっと社長と電話のやり取りをしている。

        「こちらの動画でひとまず先に公表してもよろしいですか？　先に事務所の公式サイトに連絡するのは……はい、はい……」

        厳しい顔のまま電話をし、ようやく電話を切って振り返った。

        「ごめんなさいね、こんなことになっちゃって……」

        おちばさんの硬い声に、私はどう返事をすればいいのかわからずに困ってしまった。

        「……おちばさん。前にも聞きましたけど、前の芸名って、桜小路みもりじゃないですか？」

        おちばさんの表情は硬い。震える唇を、必死で噛んで抑え込もうとしている。やがて、「ふう……」と長く息を吐き出してから、ようやく私の問いかけに答えてくれた。

        「……ごめんなさい。何度も聞かれたのに答えられなくって。契約の関係上、前の芸名は捨てないといけなかったから……騙すつもりはなかったの。それだけは、本当よ」

        とうとうおちばさんは堪え切れなくなったかのように、ポタポタと涙を溢しはじめた。

        私にとっては天上にいる人だった桜小路みもりと、今ペアとして……恋人として頑張っているおちばさんが同一人物という衝撃で、私は腰を抜かして椅子から立ち上がれなくなる。

        その反応に少しだけおちばさんは涙を拭きながら、「なにから説明すればいいかしら。契約の都合で、全部答えることはできないんだけれど」と小首を傾げてきた。

        「……えっと、どうしてしばらく声優として活動できなかったんですか？」

        「いろいろあるんだけれど、一番の理由は事務所の汚職だと思う。結構汚いことしていた上に、全然関係ない方面まで事業を広げちゃったから、それで潰れちゃったの。結構事務所の悪い噂が流れていたけど、全部が全部間違ってはないのよ？　多分書き込んでいるのは、食い物にされていた人じゃないかな」

        「じゃ、じゃあ、炎上させた人も……」

        「多分私が復帰するのが許せなかった人だと思う。自分だけ芸名変えてのうのうと声優に復帰するなんて許せないって、そう思われるだけのことを、あの事務所はしていたからね」

        おちばさんは力無くにこりと笑う。でもその笑顔は痛々しい。無理をしているというのがわかる。

        どうしてとか、なんでとか思ってしまった。桜小路みもりの事務所がどれだけまずいところなのかは、残念ながら私はよく知らない。

        ただ、桜小路みもりは……ううん、今のおちばさんは、干されてもなお、ずっと自主トレーニングに明け暮れていたじゃないか。

        私みたいに自宅収録だからと言い訳してサボっていることもなく、あれだけ綺麗な声を維持してきた……いつ復帰してもいいようにと。

        だからこそ、うちの変人社長の変わった売り方にも乗ったし、百合営業にだって積極的になれたんだろう。

        腐っていたところで、なにもはじまらないから。

        そう思ったら、私のことじゃないのに、なんだか悔しくなってきて、涙がポロポロと出てきてしまった。

        おちばさんはぎょっとして目を見開いた。

        「ちょっと待って、いろりちゃん。あなたまで……」

        「だって……おちばさんはずっと頑張っているじゃないですか……私なんか全然駄目なのに、それをフォローしてくれて、ずっとトレーニングに励んで、うちの事務所と本契約するために頑張って……なにも知らない癖に、どうしてこんなことばかりできるんですか……ひどいじゃないですか……」

        嗚咽でつっかえながらも、思ったことを全部言った。

        たしかにその潰れた事務所の行いはひどかったのかもしれない。事務所が潰れてしまった以上、そこで一番売り出してもらっていた桜小路みもりに怒りの矛先が向くのもわかるけど。おちばさんだって、一番使えるはずの芸名を使えなくって、こうしてゼロからのスタートじゃないか。

        私がわんわんと泣いていると、おちばさんはそっと私を抱き寄せてきた。そのときに気付いた。

        普段穏やかで、なんでも自力で解決できるような人が、震えているということに。

        「……そこまで思ってくれて、ごめんね。いろりちゃん……私だってもちろん怖い。折角拾ってくれた社長や同じ事務所の子たち……なによりも、いろりちゃんに迷惑かけたらどうしようって……でもここまで、あなたが私のために泣いてくれるなんて思わなかった」

        「……当たり前じゃないですか。私たち、ずっと一緒に頑張るって約束したじゃないですか。パートナーがひどいこと言われたら、絶対に悔しいですし悲しいですよ」

        「うん……それだけで、充分だから。ねえ、いろりちゃん」

        おちばさんは震える腕を、私の背中に回す。私もまた、彼女の震えが治まるようにと、彼女の背中に腕を回して、そろそろとさする。

        「……今回のことで、ずっと見に来てくれていた視聴者さんも逃げてしまったかもしれないけど、それでも残ってくれている人たちに釈明したいと思うの」

        「……いいと、思いますよ」

        「仕事だもの、きちんとしないと駄目だと思うけど、少し怖い。だから、私に勇気をちょうだい」

        そう言うおちばさんの背中を、私は必死で撫でた。

        たったひと言のコメントが原因で、これだけ炎上してしまったら、そりゃ普通は怖いと思う。でもきちんとしなかったら、おちばさんはまた、声優生命を絶たれてしまう。それだけは、絶対に阻止しないと。

        私はおちばさんが落ち着くようにと、そっと体を離してから、唇を押し当てた。普段は桜色の唇が、震えているせいか少しだけ色が悪くなってしまい、触れた瞬間、いつもより冷たいことに気が付いた。

        私は何度も彼女の唇を啄むと、彼女の唇にするりと舌を滑り込ませた。普段おちばさんにしてもらっていることを思い出しながら、一生懸命に彼女の舌の根を撫で上げ、口腔を、歯茎を愛撫していく。

        「ふ……うぅ……う……」

        だんだん熱っぽい息を、おちばさんが上げていく。私は薄目を開けて、彼女を見た。

        長い睫毛を伏せながら、顔を上気させて私のキスを受け入れてくれている。普段私がしてもらっていることで、ここまで喜んでくれるんだと思ったら、キュンと胸が高鳴った。

        やがておちばさんの口の端から唾液が漏れてきた。私はそれを指で拭ってから、そっとベッドへと押し倒した。彼女は抵抗なくベッドでリバウンドし、少しだけ驚いた顔で私を見上げた。

        「……いろりちゃん？」

        「今日は……私がおちばさんを抱きますから。大丈夫です、痛いことも怖いことも、絶対にしませんから」

        少しだけおちばさんは困ったように視線を揺らめかせたけれど、やがてくすりと笑って腕を伸ばしてきた。

        「……うん、来て。いろりちゃん」

        私はおちばさんを抱き締めるために、ベッドへと膝を乗り上げた。

        最初はただ、服を着たままでキスをしていただけだったけれど、だんだんと服越しで触り合い、彼女のカットソーの中に手を入れていた。

        普段どうやって触ってもらっているだろう。そう思い出しながら、ブラ越しでやわやわとおちばさんの胸を揉んでいたけれど、それだとカップが邪魔でしようがなく、とうとうブラのホックを外して、直接手で触れた。

        普段から鍛えているだけあって、弾力もさることながら、はりがあって、少し触れただけでぷるんと反応を返してくる。固めのプリンみたいで、愛しさが募った。

        私はしばらく胸をやわやわと揉み込み、ときおり先端を弄る。乳輪の周りを指でかき回してみると、おちばさんはくぐもった声で「んん……っ」と声を上げた。

        よかった、気持ちがいいんだ。私はほっとしながら、彼女のカットソーを引き上げて、そのまま脱がしていく。緩く筋のできたお腹に、引き締まった腰回り。ブラを取り外して、スカートをベッドの下へと落とすと、すらりとした脚が露わになった。

        普段からまとっているバラのシャンプーのおかげで、彼女の蠱惑的な体がより一層魅惑的に見える。透き通るような白い肌に熱が籠もって、唇だけでなく、どこもかしこも桜色に色付いている。

        普段、私をどんな目でおちばさんが見ているのかが、なんとなくわかった。

        ……可愛くて可愛くて仕方がないっていうのは、きっとこういうことだ。

        「いろりちゃん……放置プレイは寂しいわ」

        彼女は狙っているのかいないのか、豊かな髪をベッドに散らしながら、蠱惑的な笑みを浮かべてくる。

        「……ごめんなさい、ただ、本当に綺麗で……可愛いと思ったので」

        「まあ……」

        おちばさんはくすくすと笑う。

        少しだけ元気が出たのかもしれない。私はほっとしながら、自分も服を脱ぎはじめた。

        Ｔシャツとスカートを脱いで落とすと、ブラも取っ払う。ふたりとも、ショーツ以外はなにもなくなってしまった。

        私がもう一度彼女を抱き締めると、豊かな胸が潰れ、互いに互いの柔らかさを味わう。もう一度おちばさんの唇を吸っていると、彼女のほうから脚を絡めてくる。

        ふたりとも絡み合うと、既にショーツ越しに濡れているのがわかる。

        布一枚、いや、二枚挟んでいても、互いの温度は伝わるものなんだと、今更ながら実感した。ショーツ越しに体を擦り付けると、それに合わせておちばさんも腰を動かしてくる。

        私は彼女の桜色の唇に吸い付いた。じゅるりと音を立てて吸うと、彼女のキスはひどく甘く感じる。いつも私がしてもらっていることをしているだけなのに、どうしてこうも違うんだろうと、頭の端で考えてしまった。

        「……じゅる……おちばさんのキス……甘いです」

        「まあ……私……いつもいろりちゃんのものは甘いって思ってたけど……？」

        「そんなこと……ないです……体も、本当に気持ちよくって」

        濡れたショーツを擦り合わせると、だんだんと湿り気が強く粘っこくなっていくのがわかる。それにおちばさんもまた、喉を鳴らす。

        「ふうっ……んっっ……いろり……ちゃんっ！」

        だんだん、おちばさんの息が上がってきた。その息に応えるように、苦しそうにするたびに人工呼吸のようにキスを繰り返し、体を擦っていった。

        やがて、彼女の体が白魚のようにビクンッと跳ね上がる。股間を擦り合わせていたショーツは、クプクプと泡を立てていた。

        それを見て、少しだけじんわりとしたものが込み上げてきた。私の拙い愛撫でも、おちばさんは達してくれたんだ。私は彼女を慰めるようにして、何度も何度もキスをした。

        「……ありがとう、いろりちゃん……」

        達したばかりでぐったりとしているおちばさんの声に、私は強く頷いた。

        　

        ＊＊＊

        　

        行為が済んだあと、ふたりでシャワーに入って髪を乾かし、できる限り控えめなデザインのシャツとスカートを着て、動画撮影に挑んだ。

        『皆さん、心配おかけして申し訳ございません。社長とお話をし、パートナーのいろりちゃんとお話しした上で、公表することに決めました。私も前の芸名は、皆さんもご存じの通り、桜小路みもりです』

        おちばさんの声は淡々としているものの、さっき震えていたのから一転、画面越しの視聴者さんたちに向けて必死で訴えているのがわかる。

        『どうして桜小路みもりが、今の芸名、暮里おちばになったのかという経緯は、こちらは契約の関係でお答えすることができません。本当に申し訳ございません。ただひとつだけ確実に言えることは、私のことを拾ってくださったニュードリームの社長およびパートナーのいろりちゃんには本当に感謝していることです』

        おちばさんはふんわりと笑った。

        その笑顔は、私がかつて憧れていた桜小路みもりのグラビアの写真が思い浮かんだ……当然だ、同一人物なのだから。

        『私は声優の仕事が大好きです。そんな私にもう一度チャンスをくださった社長と、一緒に頑張ろうと誓い合ったいろりちゃんには、本当に感謝しています。そしていつも動画を見に来てくださっている皆さん。本当にありがとうございます。そのご恩に報いることができるよう努力しますので、どうぞこれからもよろしくお願いします』

        頭を下げるおちばさんの隣で、私もまた、頭を下げる。

        『事情はおちばさんから直々に伺いましたが、やはりこの場でもお話できる内容ではございません。本当に申し訳ございません。ただひとつ、彼女にはなにひとつやましいことはないことを、ここでお知らせします。これからも皆さんが楽しんでくださるよう努力しますので、これからもよろしくお願いします』

        普段の日常動画ではなく、完全な謝罪会見だ。

        これをほとんど編集することなく、アップする。これで、炎上目的の人たちだけでなく、今まで応援してくれていた視聴者さんたちも逃げてしまうかもしれない。

        そうなったら、もうニュードリームでの本契約も難しいのかな……。そう暗い気分になっていたときだった。

        『ちゃんと話してくれてありがとう、おちばちゃんいろりちゃん』

        上げて間もないというのに、もうコメントが付いたのだ。

        「え……これって……」

        閲覧数が、すごい勢いで昇っていく。今まで見たことないくらいの速さだ。

        『よかった、みもりちゃん生きてた。ずっと心配してたんだよ。お帰り、今はおちばちゃんとして頑張ってね』

        『いろりちゃん、おちばちゃんと組んでくれてありがとう』

        『謝ることないよ。あそこの事務所がクソだったのは知ってるし！　今のおちばちゃんといろりちゃんを応援するし！』

        中には勢いだけの罵詈雑言もあったけれど、それにも増して、今までどこに隠れていたんだろうというくらいに、ファンからの声援が溢れていく。

        私は呆然としていたら、後ろから「ひっく」と声が聞こえた。驚いて振り返ったら、さっきまで震えていたおちばさんが、今度は声を上げて泣いてしまっていた。

        「おちばさん……みんなわかってくれてますよ」

        「うん、本当に嬉しくって……私たち、夢中でやってただけだったのに、気付いたらこんなにファンがいたんだなって……今までやってきたことは、ちっとも無駄じゃなかったんだなって」

        「はい……こんなにたくさん」

        私たちがしばらく呆然と動画サイトを見ていたら、メールの入った音が鳴る。

        さんざん心配させてしまったこのはさんからだ。

        『ランキング一位おめでとう！　本当にいい動画でした。』

        それで驚いて動画サイトのトップを見て、びっくりした。

        私たちがついさっき上げた動画に、燦然と一位のマークが付いている。

        「嘘……本当に、嘘……」

        「本当に……びっくりしたわね」

        私たちが顔を見合わせていたところで、またもメールが来た。今度は社長からだ。

        『ランキング一位おめでとう。早速本契約に移行したいのだけれど、事務所のほうに来てくれないかな』

        私たちはまたも顔を見合わせた。

        「いろりちゃん、私たち、遂に本契約の話が来ちゃったね。どうしよっか」

        「そうですね。多分これはおちばさんと同じ意見だと思います」

        互いを励まし合うように、手を繋いだ。社長に告げる言葉は、もう決まっている。

        　

        ＊＊＊

        　

        事務所についたら、すぐに秘書さんが応接室に案内してくれた。社長はからからと笑っている。

        「やあ、おめでとうおめでとう。見事に一位を取ったねえ。それで、本契約のことだけれど」

        皆まで言う前に、私とおちばさんは同時に「そのことですけれど」と口を挟んだ。社長はこちらを値踏みするように見てくる。

        「なにかな？　めでたい話だっていうのに、浮かない顔じゃないか」

        私とおちばさんが顔を見合わせると、おちばさんが頷く。それを見て、私は意を決して口を開いた。

        「……今回、本契約というのは、遠慮したいんですが」

        「んん？　それはうちとの契約を取り止めるということかな？」

        「違います。今回、一位になれたのは、桜小路みもりの名前を使ったのが大きいです。もちろん私たちも努力してきましたが、私たちだけの力ではありません。ここにいるのは、桜小路みもりではなくて、暮里おちばです。暮里おちばと秋葉いろりが動画サイト一位にならなかったら、意味がないと思ったんです」

        「ふうむ……たしかに、その道理は正しいが。君たちは再デビューという形であり、今の名前が売れているとはお世辞にも言えないよ？　ここからリスタートになったらまた時間がかかると思うけど、それでもいいのかな？」

        「かまいません」

        今度はおちばさんが言った。

        「私たちで頑張ります……社長が、許してくれるのならば、ですけれど」

        「許すもなにもないねえ。君たちは、私が直々に選んだんだ。ここでそう簡単に諦められたら、こちらだって困るよ」

        そこでようやく、社長は笑った。

        「まあ、せいぜい頑張りなさい」

        私たちは顔を見合わせると、大きくお辞儀をした。

        「ありがとうございます！」

        社長に手を振られて見送られたあと、私たちはアパートへと帰る。

        帰りがてら、おちばさんは気遣わし気にこちらを見てきた。

        「私はこれでよかったんだけれど、本当にいろりちゃんはよかった？　本契約できたら、オーディションでももうちょっとバックアップしてもらえたのに」

        「いいんですよ、これで。桜小路みもりは私にとって憧れですけど、私のパートナーはおちばさんですから」

        私は笑う。

        おちばさんに手を差し出すと、遠慮がちに手を伸ばしてきたので、私はそれをしっかり握った。

        恋は叶ったけれど、夢を諦めた訳ではない。

        最初はただの営業だったけれど、今は本気のパートナー。

        おちばさんと一緒に、夢を勝ち取るんだ。

        この手を絶対に、離しはしないから。

        　

        　

        　

        了

        


        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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